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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Integration™ ソフ ト ウェアで初めて  B2B 
Integration を使用する際に必要な情報について説明します。

� 第 1 章 「概要」 では、 WebLogic Integration ソフ ト ウェアの B2B Integration 
機能と企業間 （B2B） 電子商取引について概説し、 WebLogic Integration を
使用して電子商取引ビジネスのニーズを満たすための方法について説明しま

す。

� 第 2 章 「B2B Integration の基礎」 では、 WebLogic Integration の B2B 
Integration コンポーネン トのアーキテクチャについて概説し、 ビジネス  パー
トナとビジネス  メ ッセージを交換する環境を整えるために必要な作業手順に
ついて説明します。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Integration に基づく電子商取引コラボレーシ ョ ン
を実装および管理するためのアーキテクチャ上の要件について理解する必要のあ
るマネージャ、 システム管理者、 およびプログラマを対象と しています。 読者

が、 BEA WebLogic ServerTM のシステム、 XML、 エンタープライズ Java Beans、
および Java プログラ ミ ングについての実践的知識を持っているこ と を前提と し
て書かれています。

e-docs Web サイ ト

WebLogic Integration 製品のドキュ メン ト は、 BEA Systems, Inc. の Web サイ トで
入手できます。 BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クする
か、 または製品ドキュ メ ン ト  ページ （http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/）

を直接表示して ください。
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このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、 Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 フ ァ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、 ご使用の製品ドキュ メ ン ト のバージ ョ ンをお書き

添えください。

本 リ リースの WebLogic Integration について不明な点がある場合、 またはインス
トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA WebSUPPORT
（http://websupport.bea.com/custsupp） を通じて BEA カスタマ サポート ま
でお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品
パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号
vi B2B Integration 入門



� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

太字 用語集で定義されている用語を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )
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斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 概要

企業は、 内部および外部の中心的なビジネス  プロセスを統合、 自動化、 および
合理化して、 今日の流動的な企業間 （B2B） 電子商取引環境での業績向上を図り
ます。 それらのビジネス  プロセスは顧客、 パートナ、 ディ ス ト リ ビュータ、 お
よびサプライヤとの電子商取引上の会話の推進力である と と もに、 企業内部のビ

ジネスを合理化する手段でもあ り ます。 B2B 統合および自動化の対象となるビ
ジネス  プロセスには、 設計と仕様、 製造とテス ト、 調達、 販売、 注文処理、 顧
客サービス、 およびプランニングがあ り ます。 これらのプロセスをサポートする

ために、 B2B 統合ではワークフローの処理、 メ ッセージングとルーティ ング、
およびエンタープライズ  アプ リ ケーシ ョ ンの統合をサポートする必要があ り ま
す。

BEA WebLogic Integration™ は、Web 上で複合的な電子商取引システムを実装す
るための XML および Java ベースの電子商取引プラ ッ ト フォームです。
WebLogic Integration を使用する と、 既存のバッ クエンド  アプ リ ケーシ ョ ン、
データベース、 顧客、 およびパートナを自動的で柔軟性のある、 電子的なコラボ

レーシ ョ ンに連結する電子商取引システムを迅速にデプロイできます。

WebLogic Integration は、 BEA WebLogic Server™ をベース とする ソフ ト ウェア 
フレームワーク と一連のサービスを提供します。 WebLogic Server とい う基盤に
ビジネス  プロセス管理、 アプ リ ケーシ ョ ン とデータの統合、 および B2B 統合の
フレームワークを追加したものが WebLogic Integration です。 このマニュアル
は、 その中の B2B 統合 （メ ッセージング、 接続、 およびビジネス  プロ ト コル）
に関するコンポーネン トの入門書です。

WebLogic Integration の B2B Integration コンポーネン トは完全に Java で実装さ
れ、 J2EE 標準の API を利用します。 ビジネス  パートナ間でドキュ メ ン ト を交換
するのに使用する標準のフォーマッ トは XML です。 World Wide Web が E ビジ
ネスの標準的な通信メディアになっているので、 WebLogic Integration は HTTP 
をサポート します。

WebLogic Integration を使用する と、 社内のビジネス  プロセス と企業間のビジネ
ス  メ ッセージ交換を統合する こ とができ、 企業間の ト レーディング  ネッ ト ワー
クの実装と開発が容易にな り ます。 さまざまな開発モデルがサポート されていま

す。
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1 概要
以下の節では、 B2B Integration の概要を説明します。

� WebLogic Integration: B2B 統合のサポート

� E ビジネスの要件を満たす

WebLogic Integration: B2B 統合のサポー
ト

WebLogic Integration は、 複数の部署、 複数の企業 （インターネッ ト経由）、 また

はそれらの両方にまたがるビジネス  プロセスを統合するためのインフラス ト ラ
クチャ  プラ ッ ト フォームです。 WebLogic Integration プラ ッ ト フォームは、 ミ ッ
シ ョ ンク リ テ ィ カルでスケーラブルな現実世界の電子商取引コラボレーシ ョ ンの

構築をサポート します。 その機能は以下のとおりです。

� Java、 J2EE、 XML、 HTTP、 HTTPS などの業界標準を活用した非独占的か
つオープンなアーキテクチャ。 参入の障壁が低く、 システムおよびク ロスプ
ラ ッ ト フォームの迅速な統合が可能です。

� XOCP、 RosettaNet、 ebXML、 cXML といった複数のビジネス  プロ ト コルの
サポート 。 さまざまな  E ビジネス環境の複数の異なるプラ ッ ト フォーム、
メ ッセージ構造、 およびプロセスに対応し、 さまざまな ト レーディ ング  パー
トナとセキュアな手段でビジネス  ドキュ メン ト を交換できます。

注意 : XOCP および cXML ビジネス  プロ ト コルは、WebLogic Integration の
本リ リースよ り非推奨になり ました。 XOCP および cXML の代替機
能に関する詳細については、 『BEA WebLogic Integration リ リース  
ノー ト 』 を参照して ください。

� さまざまな接続オプシ ョ ン。 多くの ト レーディング  パートナを迅速に接続
し、 自動的な会話と半自動的な会話の両方を実現できます。 ト レーディ ング  
パートナのアプリ ケーシ ョ ン間の接続とそれ以降のビジネス  コラボレーシ ョ
ンを、 完全に 1 つの企業内で、 ファ イアウォールやインターネッ ト経由で複
数の ト レーディ ング パートナ アプ リ ケーシ ョ ン間で、 またはそれらの 2 つ
の組み合わせで行う こ とができます。
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WebLogic Integration: B2B 統合のサポー ト
� ブラウザ ベースのインタフェース と ファ イル共有メ カニズムを使用し、 コス
トのかからないゼロウェ イ ト  ク ラ イアン トによる接続を通じて ト レーディ ン
グ パートナを迅速にコラボレーシ ョ ンに参加させるこ とができます。

注意 : ト レーディング パートナ計量ク ライアン トのサポートは、 WebLogic 
Integration の本リ リースよ り非推奨にな り ました。 ト レーディ ング  パー
トナ計量ク ラ イアン ト  の代替機能に関する詳細については、 『BEA 
WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

� ピア ツー ピア メ ッセージング モデルと仲介メ ッセージング モデル。 ピア 
ツー ピア メ ッセージングはパートナ間のダイレク ト な メ ッセージングを可
能にし、 仲介メ ッセージングはメ ッセージのルーティ ング、 メ ッセージの内

容のフ ィルタ処理、 付加価値サービス といったタスクをサポート します。

� 動的かつ多様な ト レーディ ング  パートナーの関係を効果的に管理するための
ツールとプロセス。

� BEA の優れた WebLogic ServerTM 技術に基づ く、 大量でセキュアなビジネ
ス  ト ランザクシ ョ ンの堅牢なサポート。 動的なロードバランシング機能、 マ
ルチスレッ ド機能、 および処理の中断する こ とのないフェイルオーバ機能を

備える、 毎日 24 時間管理で可用性の高い BEA の定評あるアプ リ ケーシ ョ ン 
サーバ技術は、 世界中の過酷なアプリ ケーシ ョ ン環境で業界ト ップの成果を

上げています。

� 大規模メ ッセージのサポート も含めて、 高度な送受信機能をサポートする信

頼性の高いロール ベースの XML メ ッセージング。

� 会話調整。 会話内での ト レーディング  パートナ アプリ ケーシ ョ ンの実行と
会話、 および会話のライフ  サイ クルを管理します。

� ビジネス  プロセス管理ワークフローの自動化ツール。 パブリ ッ クおよびプラ
イベートのビジネス  プロセスを柔軟で動的なプロセス  ベースの方法で統合
できます。

� デジタル署名、 デジタル受領書、 否認防止性、 および相互 （双方向） 認証

（ ト レーディ ング  パートナ間でデジタル証明書を使用） をサポートするコラ
ボレーシ ョ ンを遂行するための SSL ベースのセキュア プラ ッ ト フォーム。

� B2B 統合で必要なメ タデータ と会話を定義し、 それらの定義を管理するため
の、 データ  リポジ ト リ と設計およびコンフ ィグレーシ ョ ンのツール。

WebLogic Integration は、 WebLogic Server から継承した多くの機能も提供しま
す。 以下にそれらの機能の一部を紹介します。
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1 概要
� カスタム ポータルを構築する機能。 BEA WebLogic Personalization Server™ 
のコンポーネン ト を利用します。

� ポータルのバッ クボーン。

� 既存のビジネス  データおよびアプリ ケーシ ョ ンへの管理されたセキュアな  
Web アクセス。

� CORBA、 EJB、 BEA Tuxedo®、 および COM+ に基づく既存のアプ リ ケー
シ ョ ンのサポート 。

E ビジネスの要件を満たす

WebLogic Integration は企業間のコ ラボレーシ ョ ンを管理し、 複雑で長期間にわ
たる可能性のある、 さ まざまな企業による多様なビジネス  ト ランザクシ ョ ンで
の会話を可能にします。 以下の節では、 そのよ う な B2B の電子商取引環境を構
築するフレームワークの要件を示し、 それらの要件が WebLogic Integration でど
のよ うに満たされるのかを説明します。

� ト レーディ ング パートナの連結

� 会話と ロールの定義

� ビジネス プロセスの管理

� ビジネス プロ ト コルのサポート

� ト ランザクシ ョ ンのセキュ リ テ ィの確保

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの定義

� 会話の管理

� システムとアプ リ ケーシ ョ ンの管理
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E ビジネスの要件を満たす
トレーディング パートナの連結

ト レーディング パートナは、 1 つまたは複数の他のト レーディ ング パートナと
結合してビジネス上の特定の目的を持つ電子商取引コ ミ ュニティ を形成します。

電子商取引コ ミ ュニティのビジネス  パートナは、 大企業から企業内の小さな部
署まで規模はさまざまです。 B2B 電子商取引の基本的な構成要素の 1 つは、 そ
の ト レーディ ング パートナです。 具体的に言 う と、 ビジネス  パートナ間のシス
テム対システムの会話でノード と して機能する ト レーディ ング  パートナ アプリ
ケーシ ョ ンです。 ト レーディ ング  パートナーのグループで形成される電子商取
引コ ミ ュニティは以下のこ とが可能です。

� 複数の部署をまたがって完全に  1 つの企業内で完結できます。 このよ う なコ
ミ ュニテ ィのビジネス上の目的には在庫管理などがあ り ます。

� ファ イアウォールやインターネッ ト を経由して複数の企業にまたがる こ とが

できます。 ビジネス上の目的には、 サプライ  チェーン管理やマルチステップ
の購買会話などがあ り ます。

� 社内の ト レーディ ング  パートナと他社の ト レーディング パートナの両方を
組み入れる こ とができます。 社内の 1 つまたは複数の ト レーディング  パート
ナがインターネッ ト経由で他社の ト レーディ ング パートナと通信します。

ト レーディング パートナには、 それが電子商取引コ ミ ュニテ ィのビジネス上の
目的と どのよ う な点で合致するのかを定義する特殊なアイデンティテ ィが必要で

す。 WebLogic Integration 環境の ト レーディ ング  パートナは、 別のエンティテ ィ
と協定を結んで、 会話で定義されている特定のロールで特定のビジネス交換 （会
話） に参加するエンティテ ィ を明確に表します。

今日の多様な B2B 電子商取引アクティ ビテ ィの要件を満たすために、 企業では
さまざまな接続オプシ ョ ンを使用できなければな り ません。 プロセスやプロ ト コ

ルの異なる多くの ト レーディ ング  パートナとのビジネス  ト ランザクシ ョ ンに参
加する必要がある場合は、 そのよ う な柔軟性が不可欠です。

その目的のために、WebLogic Integration の ト レーディング パートナ アプリ ケー
シ ョ ンはピア ツー ピア モードで直接、 またはハブ アンド  スポーク  モードで仲
介機能を経由して、 あるいはそれらの両方で他の ト レーディング  パートナと通
信するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 それらの異なるコンフ ィ グレー

シ ョ ン モードは、 ト レーディング  パートナ間のダイレ ク ト  メ ッセージングまた
は仲介メ ッセージングを可能にします。 メ ッセージ フローの仲介機能ではメ ッ
セージのルーティ ングやフ ィルタ処理といった機能を実行でき、 会話内のト レー
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1 概要
ディング パートナにサービスを提供するこ と もできます。 B2B Integration のコ
ンフ ィグレーシ ョ ンのモデル化については、 2-1ページの 「コンフ ィ グレーシ ョ
ン モデル」 を参照して ください。

一部のビジネス  パートナでは、 適度なバッ クエンド統合の要件がある場合や、
WebLogic Integration ソフ ト ウェアをインス トールせずに協調的プロセスに参加
する必要がある場合もあ り ます。 WebLogic Integration はゼロウェ イ ト  ク ラ イア
ン ト をサポート して、 中小規模の企業やバッ クエンド統合の要件がほとんどまた

はまった く存在しない企業でも簡単に E ビジネス コ ミ ュニテ ィに参加できるよ
うにしています。 そのよ う な企業では、 Web ブラウザまたはファ イル共有ク ラ
イアン ト を使用して、 WebLogic Integration をデプロイするビジネス  パートナと
通信できます。 接続先の WebLogic Integration のインスタンスは、 それらの企業
のニーズを満たすサーバと して機能します。 ト レーディ ング  パートナ計量ク ラ
イアン ト の設定と コンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration サ
ンプルの使い方』 を参照して ください。

次の図は、WebLogic Integration がサプライ  チェーンの顧客とサプライヤのピア 
ツー ピアの関係でデプロイ される単純なシナリオを示しています。 ト レーディ
ング パートナと しての顧客またはサプラ イヤは、 他の ト レーディング パートナ
と複数のピア ツー ピア ビジネス パートナーシップをサポートできます。

図 1-1   トレーディ ング パートナ間のピア ツー ピア メ ッセージング
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次の図は、 WebLogic Integration が ハブ アンド  スポーク  モードでコンフ ィグ
レーシ ョ ンされるシナリオを示しています。 ト レーディ ング  パートナ Net 
Market は、 ハブと して複数の ト レーディ ング  パートナに仲介サービスを提供し
ます。 たとえばこのシナリオは、ハブが仲介と しての役割を果たすオークシ ョ ン 
サービス と考えるこ と もできます。

図 1-2   ハブ アンド  スポーク コンフ ィグレーションの仲介メ ッセージング

会話とロールの定義

ト レーディング パートナが他のト レーディ ング  パートナと結合してビジネス上
の特定の目的を持つ電子コ ミ ュニテ ィ を形成する と き、それらの ト レーディ ング  
パートナは会話に参加する こ とにな り ます。 会話の特性は以下のとおりです。

� ト レーディング パートナ間で交換される一連のビジネス  メ ッセージです。
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1 概要
� 複雑で長期に及ぶ場合と、 短期間で終わる場合があ り ます。

� ユニークな会話名を持ちます。

会話参加者の間で交換できるビジネス  メ ッセージは、 ト レーディング パート
ナーがその会話の中で果たすロールによって決ま り ます。 会話のロールと他の詳

細事項は、 WebLogic Integration B2B Console を使用して会話定義で指定します。
会話とは、 会話定義のアクティブなインスタンスのこ とです。

会話定義の特性は以下のとおりです。

� ユニークな名前とバージ ョ ンを持ちます。

� 会話でト レーディ ング  パートナが使用する  2 つ以上のロールを定義します。
ト レーディ ング パートナが送受信できる メ ッセージの種類は、 会話の中での
それらのロールによって決ま り ます。

� ビジネス プロ ト コルに リ ンク されます。

� 通常は、 ロールご とに Business Process Management の協調的ワークフロー 
テンプレート を参照します。 会話のメ ッセージ編成方法は、 それらの協調的

ワークフロー テンプレートで記述します。

注意 : ビジネス メ ッセージを作成した り、 会話でそれらの交換を調整した
りする手段と しては、 ワークフロー テンプレー ト を使用するこ と を
お勧めします。あるいは、WebLogic Integration Messaging API または 
cXML API を使用する  Java メ ッセージング  アプリ ケーシ ョ ンを記述
するこ と もできます。 そのよ う な メ ッセージング  アプリ ケーシ ョ ン
を使用する場合、 会話定義はワークフロー テンプレー ト を参照しま
せん。

Messaging API および cXML API を使用してメ ッセージング  アプリ ケーシ ョ ンを
記述する方法の詳細については、 『B2B Integration メ ッセージング アプリ ケー
シ ョ ン プログラ ミ ング  ガイ ド』 および 『B2B Integration cXML の実装』 を参照
して ください。

WebLogic Integration Studio ツールを使用してビジネス  メ ッセージを作成し、 会
話でのそれらの交換を管理する場合、 与えられたロールでその会話に参加する各

ト レーディ ング パートナはそのロールで必要な協調的ワークフローを実装しな
ければな り ません。 協調的ワークフローは、 会話の特定の ト レーディ ング パー
トナのロールについて適切なビジネス  メ ッセージを適切なと きに処理するため
に必要なプロセスをカプセル化します。
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E ビジネスの要件を満たす
たとえば、 次の図は 2 つの参加ロール （バイヤとサプラ イヤ） との単純な会話、

およびそれら  2 つのロールの仮定的なワークフローを表しています。

図 1-3   価格と在庫の照会の会話の協調的ワークフロー

上の図の以下の点に注目して ください。

� ビジネス  メ ッセージ－ 2 つのビジネス  メ ッセージ 
PriceAndAvailabilityQuote と  PriceAndAvailabilityResponse が ト
レーディ ング パートナのアプ リ ケーシ ョ ン間で交換されます。

� バイヤ ロールとサプライヤ ロール－特定の会話でロールと して機能する と
い う こ とは、 そのロールで定義されているビジネス  メ ッセージのみを送受信
する とい う こ とです。 たとえば、 バイヤは以下のこ と を行います。

� 会話を開始する。

� ビジネス  メ ッセージ PriceAndAvailabilityQuote を送信する。

� ビジネス  メ ッセージ PriceAndAvailabilityResponse を受信して処理
する。
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1 概要
一方、 サプライヤは以下のこ とを行います。

� ビジネス メ ッセージ PriceAndAvailabilityQuote を受信して処理す
る。

� ビジネス メ ッセージ PPriceAndAvailabilityResponse を送信する。

� 協調的ワークフロー－各ロールには、 適切なビジネス  メ ッセージを適切なと
きに送受信するために必要な一連のタスクがあ り ます。 ト レーディ ング  パー
トナは、 会話の特定のロールの協調的ワークフローを実装します。

ビジネス プロセスの管理

ビジネス メ ッセージを作成した り、 会話でそれらの交換を調整した りする手段
と しては、 ワークフローを使用する こ と をお勧めします。 あるいは、 WebLogic 
Integration Messaging API または cXML API を使用する  Java メ ッセージング  ア
プ リ ケーシ ョ ンを記述するこ と もできます。 この節では、 B2B Integration のメ ッ
セージング  アプリ ケーシ ョ ンを開発および管理する方法について説明します。

ワークフローはビジネス  プロセスです。 ビジネス  プロセスは、 複数のアプリ
ケーシ ョ ン、 複数の部署、 およびファ イアウォールやインターネッ ト を経由した

複数のビジネス  パートナ （ ト レーディング パートナー） にまたがる場合があ り
ます。 企業のビジネス  プロセスは、 パブリ ッ ク とプライベート とい う  2 つの大
きなカテゴ リに分類できます。

パブリ ック ビジネス プロセスとプライベート  ビジネス プロ
セス

ビジネス プロセスは、 パブリ ッ ク  プロセスまたはプライベート  プロセス と して
設計できます。

パブリ ッ ク  プロセスは、 インタフェース  プロセスです。 それらのプロセスの定
義と設計は、 それらを使用するオーガニゼーシ ョ ンによって認識、 理解、 および

合意され、 RosettaNet の Partner Interface Process （PIP） の場合と同じ よ うに業界
または業界区分全体でカスタマイズまたは標準化できます。 パブリ ッ ク  プロセ
スは、 ト レーディ ング  パートナ間の正式な契約です。 この契約には、 メ ッセー
ジ交換のコンテンツとセマンティ クスが規定されます。 それらのプロセスは、 ト

レーディング パートナご とに異なる方法で実装できます。
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B2B Integration のコンテキス ト では、 協調的ワークフローは異なる ト レーディ ン
グ パートナとの複数の会話で再利用されるこ とになっており、 ワークフローは
パブ リ ッ ク  プロセス と して設計する必要があ り ます。

会話の参加者は、 プライベートで、 非協調的なワークフローを実装するこ と もで

きます。 この種のワークフローは、 バッ クエンド処理を統合できます。 プライ

ベート  プロセスは、 オーガニゼーシ ョ ン内で遂行されるビジネス  プロセスです。
プライベート  プロセスの定義と設計は、 そのオーガニゼーシ ョ ンに固有のもの
であ り、 オーガニゼーシ ョ ンの外からはわかり ません。 ト レーディ ング パート
ナの企業内で、 プライベート  プロセスはパブ リ ッ ク  プロセスおよびバッ クエン
ド  ビジネス  システムに接続します。 パブリ ッ ク  プロセスのコンテキス ト で、 プ
ラ イベート  プロセスはパブリ ッ ク  ワークフローの部分的なタスクを実装するサ
ブワークフローまたはサブプロセス と見なすこ とができます。 たとえば ト レー

ディ ング  パートナは、 協調的ワークフローと連携して動作し、 ト レーディ ング 
パートナにローカルで発生するが会話定義で必ずし も指定する必要のないプロセ

スを実装するプライベート  ワークフローを実装できます。

Business Process Management （BPM）

WebLogic Integration には、 Business Process Management （BPM） とい う コン
ポーネン ト があ り ます。 このコンポーネン トは、 プロセスのアクテ ィ ビテ ィのタ

スク順序を管理し、 プロセスのアクテ ィ ビテ ィ またはステップで必要と される適

切な リ ソースを呼び出してビジネス  プロセスを自動化および統合します。
Business Process Management の構成要素には、 GUI ワークフロー設計ツール
（WebLogic Integration Studio）、 GUI モニタ  ツール （WebLogic Integration 
Worklist）、 およびワークフローをモニタおよび管理するプロセス  エンジンがあ
り ます。

WebLogic Integration 環境で、 協調的ワークフローとは ト レーディング パートナ
の会話定義のロールを実装するワークフローのこ とです。 B2B 会話のメ ッセー
ジ編成方法は、 協調的ワークフロー テンプレー トで定義します。 テンプレー ト
の 1 つは、 1-7ページの 「会話と ロールの定義」 で説明されているよ う に会話定
義のロールご とに定義します。

B2B Integration の BPM プラグインは、 B2B Integration の協調的ワークフローを
作成するための機能を追加して元々便利な  Studio 設計ツールをさ らに強化しま
す。 このプラグインの機能を利用する と、 ビジネス  メ ッセージの内容の作成と
抽出、 メ ッセージ配信のサービス品質 （QoS） の指定、 メ ッセージ トークンの
処理などができます。
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1 概要
WebLogic Integration Studio を使用して協調的ワークフローを設計する方法につ
いては、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参照して ください。

WebLogic Integration が提供するビジネス  プロセス管理機能は以下のとおりで
す。

� ワークフローを作成するための GUI 設計ツール

� ワークフローと  B2B 会話定義を関連付けるための設計ツールの機能

� ワークフローを実行するための実行時プロセス エンジン

� ワークフロー アクシ ョ ンを使用したバッ クエンド  アプリ ケーシ ョ ンとの統
合

� Worklist （ビジネス プロセスのモニタ と ワークフローの実行をインタラ ク
テ ィブに行う ためのユーティ リテ ィ）

� プロセス モニタ機能

Messaging API の使用 （非推奨）

WebLogic Integration Studio などの Business Process Management 機能を使用する
代わりに、 ト レーディ ング  パートナーは WebLogic Integration Messaging API に
基づく  Java ベースの XOCP メ ッセージング アプリ ケーシ ョ ンを実装するこ と も
できます。 Messaging API の使い方については、 『B2B Integration メ ッセージン
グ  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング ガイ ド』 を参照して ください。

Messaging API は、 WebLogic Integration リ リース 2.0 で提供されていました。
C-Enabler API とい う メ ッセージング  API も、 WebLogic Collaborate 製品で提供
されていました。

cXML API の使用 （非推奨）

WebLogic Integration B2B は、 メ ッセージを送受信するための複数のビジネス  プ
ロ ト コルをサポート します （1-13ページの 「ビジネス  プロ ト コルのサポート 」
を参照）。 cXML （Commerce eXtensible Markup Language） プロ ト コルについて
は、 WebLogic Integration B2B は cXML API を提供します。 cXML API は、
cXML メ ッセージの送受信、 cXML ドキュ メ ン トの作成と処理、 コラボレーシ ョ
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E ビジネスの要件を満たす
ン アグ リーメ ン ト のメ ッセージへのマッピングなどを可能にするク ラスを備え
ています。 詳細については、 『B2B Integration cXML の実装』 を参照して くださ
い。

ビジネス プロト コルのサポート

ビジネス  メ ッセージは、 ト レーディング  パートナ間の通信の基本単位であ り、
会話の一部と して交換されます。 ビジネス  メ ッセージは、 1 つまたは複数の 
XML ビジネス ドキュ メ ン ト 、 1 つまたは複数の添付ファ イル、 またはそれら両
方の組み合わせで構成されます。 ビジネス  メ ッセージの内容と フォーマッ トは、
会話に対して選択されたビジネス  プロ ト コルによって異なり ます （1-19ページ
の 「ビジネス  メ ッセージ」 を参照）。

ビジネス  プロ ト コルは、 ト レーディング  パートナ間のビジネス情報の交換を調
整する Business Process と関連付けられます。 ビジネス  プロ ト コルは、 ビジネス  
メ ッセージの構造、 メ ッセージの処理方法、 および適切な受信側へのルーティ ン
グ方法を規定します。 ビジネス  プロ ト コルは、 永続性や信頼性と関連する メ ッ
セージの特性も指定できます。 ビジネス  プロ ト コルは、 会話定義およびト レー
ディ ング  パートナの配信チャネルに手動でバインド します。 ビジネス  プロ ト コ
ルは、 関連付けられた会話定義と関連付けられた ト レーディング  パートナの配
信チャネルの両方を通じてコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト に間接的にバイン
ド されます （1-26ページの 「コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの定義」 を参
照）。

WebLogic Integration では、 以下のビジネス  プロ ト コルがサポート されます。

� XOCP (非推奨 ) （eXtensible Open Collaboration Protocol）

� RosettaNet

� RosettaNet Implementation Framework （RNIF） 1.1

� RosettaNet Implementation Framework （RNIF） 2.0

� cXML (非推奨 ) （Commerce eXtensible Markup Language）

� cXML 1.1

� cXML 1.2

� ebXML
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1 概要
注意 : XOCP および cXML ビジネス  プロ ト コルは、WebLogic Integration の
本リ リースよ り非推奨になり ました。 XOCP および cXML の代替機
能に関する詳細については、 『BEA WebLogic Integration リ リース  
ノー ト 』 を参照して ください。

これらの標準のプロ ト コルに応じてメ ッセージを送受信できるよ うにするこ と

で、 WebLogic Integration はト レーディ ング パートナが単一のプロ ト コルに統一
する必要性をなく し、 B2B 電子商取引を立ち上げる上での優れた柔軟性と格好
の条件を企業に提供します。

サポート対象のビジネス  プロ ト コルは、 ロジッ ク  プラグインを使用する こ とで
それらの独自の機能をカスタマイズおよび拡張する こ とができます。 ロジッ ク  
プラグインは、 実行時にビジネス  メ ッセージをインターセプ ト して処理する  
Java ク ラスです。WebLogic Integration では、 システム ロジッ ク  プラグインが用
意されています。 カスタム  ロジッ ク  プラグインを記述すれば、 それらのロジッ
ク  プラグインに機能を付け足すこ と もできます。 XOCP のシステム ロジッ ク  プ
ラグインには、 XOCP ルータ と  XOCP フ ィルタがあ り ます。 これらのプラグイ
ンは、 リ ポジ ト リの Xpath 式に基づいてメ ッセージ受信側の処理に直接関わり ま
す。 カスタム ロジッ ク  プラグインでは、 ルーティ ングやフ ィルタ処理だけでな
く、 それら とは関係のないさまざまなサービスも実行できます。 たとえば、 カス

タム ロジッ ク  プラグインは請求処理を目的と して各 ト レーディ ング  パートナか
ら送信される メ ッセージの数を ト ラ ッキングするために使用できます。

システム ロジッ ク  プラグインとカスタム ロジッ ク  プラグインの管理の詳細につ
いては、 『B2B Integration 管理ガイ ド』 と 『B2B Integration Administration 
Console オンライン ヘルプ』 を参照して ください。 カスタム ロジッ ク  プラグイ
ンを記述する場合には、 『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プログラ ミ ング  
ガイ ド 』 を参照して ください。

XOCP (非推奨 )

eXtensible Open Collaboration Protocol （XOCP） は、 BEA 固有のビジネス  プロ ト
コルです。 XOCP ビジネス プロ ト コルは、 標準ベースの ebXML Transport 
Routing & Packaging （TRP） プロ ト コルをサポート します。 XOCP のメ ッセージ
ングの特性は以下のとおりです。

� メ ッセージのマルチキャス ト
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E ビジネスの要件を満たす
メ ッセージのマルチキャス トは、 1 つの ト レーディ ング  パートナから多数の
ト レーディング パートナに既存の会話の制約の範囲内でメ ッセージをマルチ
キャス トする  XOCP メ ッセージング サービスの機能です。

たとえば、 次のシナリオを考えて ください。

WebLogic Integration がハブ アンド  スポーク  コンフ ィ グレーシ ョ ンでデプロ
イ されます。 このコンフ ィグレーシ ョ ンでは、 スポーク と してコンフ ィ グ
レーシ ョ ンされた 10 のト レーディ ング  パートナーが仲介機能 （ハブと して

コンフ ィグレーシ ョ ンされた ト レーディ ング  パートナ） を介して通信しま
す。

この電子コ ミ ュニテ ィのビジネス上の目的は、 バイヤとサプラ イヤとい う  2 
つのロールが存在する価格と在庫の照会の会話に参加するこ とです。 1 つの
ト レーディング パートナがバイヤのロールを果たし、 9 つはサプラ イヤと し
て機能します。 バイヤの ト レーディ ング  パートナは、 仲介機能との価格と在
庫の照会会話にサプライヤと して参加する こ とに合意しているすべての ト

レーディ ング パートナに仲介機能を通して価格と在庫の照会メ ッセージをマ
ルチキャス トできます。

� メ ッセージのペイ ロード定義の独立

XOCP では、 実際のビジネス要件に合わせて特定の会話でのメ ッセージのボ
キャブラ リ とビジネス  プロセスの両方を指定できます。

� 会話ライフサイ クルの管理

電子商取引の会話は、 複雑で長期間に及ぶ場合があ り ます。 XOCP は、 長期
間の会話を管理するよ うに設計されています。 会話が終了する と、 その会話
に参加しているすべての ト レーディ ング パートナが会話終了メ ッセージを受
信します。

� サービス品質 （QoS） 機能

サービス品質に関連するさまざまな設定を利用する と、 送信される  XOCP 
メ ッセージの以下のよ う な特性を設定および管理できます。

� メ ッセージ持続性－恒久メ ッセージ ス ト アを使用してネッ ト ワーク、 マ
シン、 またはソフ ト ウェアの障害が発生したと きにメ ッセージの配信を

保証するかど うかを指定します。

注意 : メ ッセージ持続性は、 B2B エンジンを非永続モードでデプロイ した
場合のみこの QoS によってメ ッセージ レベルで管理します。 B2B エ
ンジンを永続モードでデプロイする と、 メ ッセージを含めたすべての

状態レコードが永続ス ト レージ  データベースで読み書き され、 メモ
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リにはキャッシュ されません。 したがって、 すべてのメ ッセージが永

続化されます。 つま り、 永続モードでは、 メ ッセージ持続性が QoS 
設定のメ ッセージ持続性ではな くデータベースに基づく状態管理モー

ドで管理されます。 永続モード と非永続モードの詳細については、

『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「永続性と回復のコンフ ィ グレー
シ ョ ン」 を参照して ください。

� タイムアウ ト－ビジネス  メ ッセージに関連するすべての処理が終了する
までの ト レーディ ング  パートナ アプリ ケーシ ョ ンの待機時間を指定しま
す。

� 再試行－タイムアウ トやネッ ト ワーク障害などの特定の状況でメ ッセー

ジを再送信する回数を指定します。

� 相関 ID －会話中のメ ッセージを関連付けるための追加のビジネス  メ ッ
セージ  プロパティ を設定します。

WebLogic Integration では、 会話単位またはメ ッセージ単位でサービス品質
設定を確立できます。

RosettaNet

WebLogic Integration は、RNIF 1.1 と  RNIF 2.0 の両方による  RosettaNet メ ッセー
ジの送受信をサポート します。 また、 他の RosettaNet パートナとの相互運用性
もサポート しています。 さ らに、 WebLogic Integration の協調的ワークフローは 
RosettaNet Partner Interface Processes （PIP） に参加する こ と もできます。

RosettaNet は、 情報技術、 電子部品、 半導体といった業界の主要な企業で構成さ
れた、 業界全体のオープンな  E ビジネス  プロセス規格を策定および実装するた
めの独立した非営利団体です。 それらの規格は共通の E ビジネス言語を構成し、
サプライ  チェーン  パートナ間のプロセスをグローバルに調整します
（RosettaNet オーガニゼーシ ョ ンの詳細については 
http://www.rosettanet.org を参照）。 その目的をサポートするために、
RosettaNet は RosettaNet Implementation Framework （RNIF）、 Partner Interface 
Processes （PIP）、 およびビジネス ディ クシ ョ ナリ とテクニカル ディ クシ ョ ナリ
の仕様を提供します。

RosettaNet （http://www.rosettanet.org） は、 その Partner Interface Processes
（PIP） を次のよ うに定義しています。
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E ビジネスの要件を満たす
「RosettaNet PIP は、 ト レーディ ング パートナ間のビジネス  プロセスを定義する  
XML ベースの特殊なシステム間会話です。 各 PIP 仕様には、 ビジネス  ドキュ メ
ン ト とそのボキャブラ リ、 およびビジネス  プロセスとそのメ ッセージ会話の編
成方法が含まれます。 PIP は、 サプライ  チェーン  ネッ ト ワークのバッ クボーン
を表す 7 つのク ラスタ （中心的なビジネス  プロセスのグループ） に適合します。
各ク ラスタは、 さ らに細かなセグ メ ン トに区分されます。 それらのセグ メ ン ト

は、 複数種のサプライ  チェーン  パートナが関わる企業間プロセスです。 各セグ
メ ン ト には個別の PIP があ り ます。」

PIP には 1 つまたは複数のアクティ ビテ ィが含まれ、 アクテ ィ ビテ ィではアク
シ ョ ンを指定します。 PIP は、 以下の中心的なプロセスに適用されます。

� 管理

� パートナ、 製品、 およびサービスの検討

� 製品の紹介

� 注文管理

� 在庫管理

� マーケテ ィング情報の管理

� サービス とサポート

� 製造

RNIF は、 PIP を実装するための交換プロ ト コルを提供します。 RNIF は、 XML 
を使用した ト レーディング  パートナのサーバ間の情報交換を規定し、 その内容
は転送、 ルーティ ング とパッケージ化、 セキュ リ テ ィ、 信号、 ト レーディ ング 
パートナの協定を網羅します。

WebLogic Integration での RosettaNet サポートの詳細については、 『B2B 
Integration RosettaNet の実装』 を参照して ください。

cXML (非推奨 )

WebLogic Integration は、 ト レーディ ング  パートナーのサーバで cXML 規格に
従って cXML メ ッセージを送受信できるよ うに cXML API を提供します。
cXML API は、 cXML メ ッセージの送受信、 cXML ドキュ メ ン ト の作成と処理、
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のメ ッセージへのマッピングなどを可能にす
るク ラスを備えています。
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1 概要
http://www.cxml.org の Web サイ ト では、 cXML が次のよ うに定義されていま
す。

「cXML は、 購買アプリ ケーシ ョ ン、 電子商取引ハブ、 およびサプライヤの間で
ビジネス ドキュ メ ン ト を安定的にやり取りできるよ うに合理化されたプロ ト コ
ルです。」

cXML ト ランザクシ ョ ンは、 フォーマッ ト と内容が適切に定義されているシンプ
ル テキス ト  ファ イルのドキュ メ ン ト で構成されます。 ほとんどの cXML ドキュ
メ ン トは、 ビジネスで以前から利用されているハードコピーのドキュ メ ン ト と見

かけは似ています。 cXML ドキュ メ ン トの主な種類には、 カタログ、 パンチアウ
ト 、 および発注書があ り ます。 cXML では、 ビジネス  メ ッセージの共通の DTD 
を定義します。

cXML プロ ト コルは、 バイヤがカタログを参照し、 サプライヤに対して発注書を
送付する とい う状況でバイヤとサプラ イヤを連結するよ う に設計されています。

バイヤは、 サプライヤのカタログを直接参照できます。 あるいは、 Ariba 交換機
能 （Ariba Commerce Server Network） でバイヤとサプライヤの間のメ ッセージを
仲介するこ と もできます。

WebLogic Integration での RosettaNet サポートの詳細については、 『B2B 
Integration cXML の実装』 を参照して ください。

ebXML

WebLogic Integration は、HTTP などの通信プロ ト コルで ebXML メ ッセージの転
送に使用される メ ッセージ エンベロープとヘッダ ドキュ メ ン ト  スキーマを定義
する  ebXML メ ッセージ サービス仕様 v1.0 をサポート しています。 さ らに 
WebLogic Integration は、 ebXML ビジネス  メ ッセージをモデル化するワークフ
ローの作成と実行もサポート しています。

ebXML メ ッセージ  サービス仕様は、 基本となる  SOAP (Simple Object Access 
Protocol) および SOAP Messages with Attachments 仕様のレイヤ化された拡張の
セッ トです。 ebXML メ ッセージ サービス  は SOAP 仕様および SOAP Messages 
with Attachments で提供していないセキュ リ テ ィ と信頼性機能を持っています。

WebLogic Integration をデプロイ している ト レーディング  パートナは ebXML を
使用して、 WebLogic Integration の Business Connect をデプロイしている他の ト
レーディング パートナとやり取りできます。 WebLogic Integration の Business 
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Connect は軽量ク ライアン ト なのでデプロイに時間がかからず、 新しいビジネス  
パートナへのエン ト リの障壁を取り除いて企業がそれらのパートナを迅速に追加

できるよ うにします。

WebLogic Integration の Business Connect の詳細については、 『Using WebLogic 
Integration － Business Connect』 を参照して ください。

WebLogic Integration での ebXML サポートの詳細については、 『B2B Integration 
ebXML の実装』 を参照して ください。

ビジネス メ ッセージ

ビジネス  メ ッセージは、 ト レーディング  パートナ間の通信の基本単位です。 ビ
ジネス  メ ッセージは、 会話の一部と して交換されます。 ビジネス  メ ッセージは、
1 つまたは複数の XML ビジネス  ドキュ メ ン ト、 1 つまたは複数の添付ファ イル、
またはそれら両方の組み合わせで構成されます。

ビジネス  メ ッセージの内容と フォーマッ トは、 会話に対して選択されたビジネ
ス  プロ ト コルによって異なり ます。 WebLogic Integration において、 ビジネス  
メ ッセージを 1 つまたは複数の ト レーディ ング  パートナに送信する第一の手段
は協調的ワークフローです （1-11ページの 「Business Process Management
（BPM）」 を参照）。

この節では、 B2B Integration 環境で交換されるビジネス  メ ッセージの基本構造
を説明します。 WebLogic Integration Studio を使用してビジネス  メ ッセージを作
成および処理する方法については、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参
照して ください。

XOCP ビジネス メ ッセージ

XOCP ビジネス  プロ ト コルは、 オープン  スタンダードの ebXML Transport 
Routing & Packaging （TRP） プロ ト コルをサポート しています （「ebXML メ ッ
セージ サービス仕様」 については http://www.ebxml.org を参照）。 ebXML 
TRP プロ ト コルは、 メ ッセージ サービスで XML ベースの電子メ ッセージをサ
ポートするための通信フォーマッ ト と通信プロ ト コルを定義します。

次の図は、 XOCP プロ ト コルに基づいて会話で交換されるビジネス  メ ッセージ
の構造を表しています。
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1 概要
図 1-4   XOCP ビジネス メ ッセージ

以下の部分に注意して ください。

� メ ッセージ エンベロープ－ WebLogic Integration メ ッセージング  サービスを
通じてビジネス  メ ッセージの送信時に追加される  XOCP ビジネス  メ ッセー
ジの論理的なコンテナ。 通常、 メ ッセージ エンベロープにはメ ッセージの送
信側と受信側に関連するデータが格納され、 他のメ タデータも格納できま

す。 エンベロープは、 メ ッセージング  サービスでのみ表示可能です （1-30
ページの 「メ ッセージング  サービス」 を参照）。 エンベロープは、 転送プロ
ト コルの一部ではあ り ません。

� 以下の項目が含まれる メ ッセージ ヘッダ

� 転送、 セキュ リテ ィ、 およびサービス品質 （QoS） のヘッダ－送信側と受
信側のアイデンテ ィテ ィ、 内容の長さ と種類、 およびステータス  コード
といったメ ッセージの配信に必要なデータが格納されます。

� 会話ヘッダ－会話情報、 送信側情報、 メ ッセージ ID、 作成日などの情報
が格納されます。 メ ッセージの属性は、 送信元のト レーディ ング パート
ナで設定するか、 または XOCP ルータや XOCP フ ィルタなどのロジッ ク  
プラグインで設定できます （『B2B Integration ロジッ ク  プラグイン プロ
グラ ミ ング  ガイ ド』 を参照）。

� ルーテ ィング ヘッダ－マルチキャス ト  メ ッセージで受信側のグループを
識別する式が格納されます。
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� ペイロード－ 1 つまたは複数のビジネス  ドキュ メ ン ト、 0 個以上の添付ファ
イル、 またはそれらの両方が含まれます。 ビジネス  ドキュ メ ン トは XML ド
キュ メ ン ト であ り、 添付ファ イルはメ ッセージのバイナリ （非 XML） 部分
のこ とです。

ビジネス  メ ッセージのペイロードを 1 つまたは複数のト レーディ ング  パー
トナに送信するための第一の手段は協調的ワークフローです。 そのワークフ

ローには、 XOCP ヘッダを  XOCP ビジネス  メ ッセージに追加するプロセス
が含まれています。

注意 : B2B エンジンは、 エンコード されたメ ッセージの送信をサポート しま
す。 XOCP ビジネス  メ ッセージは、 受信側 ト レーディング パートナの 
WebLogic Integration リポジ ト リで指定されたエンコーディ ングを使用し
てエンコード されます。 B2B Console と  Bulk Loader を使用して ト レー
ディ ング  パートナをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法については、 『B2B 
Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 および 『B2B 
Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の操作」 を参照して ください。

RosettaNet ビジネス メ ッセージ

WebLogic Integration は、RosettaNet Implementation Framework バージ ョ ン 1.1 と  
2.0 による  RosettaNet メ ッセージの送受信をサポート します。RosettaNet 1.1 プロ
ト コルに基づいて会話で交換されるビジネス  メ ッセージは、 RosettaNet オブジェ
ク ト （RNO） と呼ばれます。 RosettaNet 2.0 プロ ト コルに基づいて会話で交換さ
れるエンティテ ィのこ とは、 RosettaNet ビジネス  メ ッセージ （RBM） と呼びま
す。

B2B Integration BPM プラグインは、 RosettaNet ビジネス  メ ッセージおよび 
Partner Interface Protocols （PIP） を簡単に開発できる機能を追加して Studio の機
能を強化します。

次の図は、 RosettaNet 1.1 ビジネス  プロ ト コルに基づいて会話で交換される  
RosettaNet オブジェ ク トの構造を表しています。
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1 概要
図 1-5   RosettaNet ビジネス メ ッセージ

以下の部分に注意して ください。

� ヘッダ－ RosettaNet オブジェク トには、 常にプ リ アンブル ヘッダとサービ
ス  ヘッダが含まれます。

� サービス内容－メ ッセージのペイロード部分です。 サービスの内容には、 ア

クシ ョ ンまたは信号メ ッセージのいずれかが含まれます。

� RosettaNet のバージ ョ ン、 デジタル署名、 内容の長さ、 およびデジタル署名
の長さ－メ ッセージのこれらの部分はバイナリ  フォーマッ ト です。

� 添付ファ イルは、 RosettaNet メ ッセージのオプシ ョ ン  パート と して 
RosettaNet Implementation Framework 1.1 および 2.0 でサポート されていま
す。 添付ファ イルは、 特定のファ イル タイプに限定されず、 バイナ リ  デー
タも格納できます。 メ ッセージのペイロード部分には、 1 つまたは複数の添
付ファ イルを含めるこ とができます。

RosettaNet Implementation Framework 2.0 では、 RosettaNet ビジネス メ ッセージ
（RBM） の作成において以下のよ う な大きな変更が導入されています。

� RosettaNet ビジネス  メ ッセージのサービス  ヘッダとサービス内容を暗号化
できます。 WebLogic Integration B2B Console を使用する と、 サービスの内
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容、 サービス  ヘッダ、 および添付ファ イルを メ ッセージ送信時に暗号化する
よ うにシステムをコンフ ィグレーシ ョ ンできます。

� サービス  ヘッダとプ リ アンブル ヘッダに加えて、 RosettaNet Implementation 
Framework 2.0 では配信ヘッダが定義されています。

注意 : B2B エンジンは、 エンコード されたメ ッセージの送信をサポート しま
す。 B2B エンジンでは、 UTF-8 を使用してすべての RosettaNet メ ッセー
ジをエンコード します。

cXML ビジネス メ ッセージ

WebLogic Integration は、 cXML メ ッセージの送受信をサポート しています。
cXML の要求と応答の ト ランザクシ ョ ンは、 プロファ イル、 パンチアウ ト、 注
文、 またはサブスク リプシ ョ ン とい う  4 つの大まかなタイプのいずれかに属しま
す。次の図は、 cXML ビジネス  プロ ト コルに基づいて会話で交換される  XML 要
求ビジネス メ ッセージの構造を表しています。

図 1-6   cXML ビジネス メ ッセージ

以下の部分に注意して ください。

� From、 To、 および Sender フ ィールドのあるヘッダ

� From －要求の送信元 （バイヤ） についての情報が格納されます。
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� To －要求の送信先 （サプラ イヤ） についての情報が格納されます。

� Sender －要求を中継するエンティテ ィについての情報が格納されます。
通常、 このエンテ ィテ ィはバイヤとサプラ イヤの間でメ ッセージを仲介

する  Ariba 交換機能 （Ariba Commerce Server Network） です。

� Request Type フ ィールドのある要求

Request Type フ ィールドには、 このメ ッセージの要求のタイプについての情
報が格納されます。 たとえば、 要求のタイプには PunchOutSetupRequest が
あ り ます。 各要求タイプには、 作成、 編集、 または検査のいずれかの処理エ

ンティテ ィが関連付けられています。

注意 : B2B エンジンは、 エンコード されたメ ッセージの送信をサポート しま
す。 B2B エンジンでは、 UTF-8 を使用してすべての cXML メ ッセージを
エンコード します。

ebXML ビジネス メ ッセージ

ebXML ビジネス  メ ッセージには 1 つの XML ビジネス  ドキュ メ ン ト と  1 つまた
は複数の添付ファ イルが含まれています。 ebXML メ ッセージは通信プロ ト コル
に依存しない MIME/ マルチパート  メ ッセージ エンベロープであ り、メ ッセージ 
パッケージ と呼ばれます。 全てのメ ッセージ  パッケージは SOAP Messages with 
Attachments 仕様に準拠しています。

WebLogic Integration における  ebXML ビジネス  メ ッセージの詳細については、
『B2B Integration ebXML の実装』 の 「ワークフローで ebXML を使用する」 を参
照して ください。

ト ランザクションのセキュリティの確保

信頼性のあるセキュアな通信は、 B2B 電子商取引環境に不可欠な要素です。 そ
のこ とは、 E ビジネス  コラボレーシ ョ ンが同じオーガニゼーシ ョ ン内のパート
ナ間で行われる場合も、 ファ イアウォールやインターネッ ト を介して複数のオー

ガニゼーシ ョ ンのパートナ間で行われる場合でも同じです。

WebLogic Integration B2B のセキュ リ テ ィは、 高度なセキュ リテ ィのサポート と
サービスを提供する  WebLogic Server のセキュ リ テ ィ機能に基づいて確立されま
す。 WebLogic Integration B2B は、 以下のセキュ リテ ィ機能をサポート します。
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� B2B 電子商取引の会話のための SSL ベースのセキュ リ テ ィ  プラ ッ ト フォー
ム

� デジタル証明書を使用した相互の認証

WebLogic Integration B2B は、 ト レーディング パートナのアイデンテ ィテ ィ
を認証するための証明書の検証をサポート しています。 B2B Console を使用
する と、 管理者は証明書検証プロバイダの実装をコンフ ィグレーシ ョ ンして

ト レーディング パートナから提示されたデジタル証明書を検証できます。

�  デジタル受領書

デジタル署名は、 ビジネス  コラボレーシ ョ ンのパーティがビジネス  ドキュ
メ ン ト にアタ ッチできます。 デジタル署名は、 アプ リ ケーシ ョ ン レベルでサ
ポート されています （信頼できる第三者機関がデジタル受領書を作成）。

� 否認防止性

送信側の否認防止性と受信側の否認防止性は、 法律で定められた重要なビジ

ネス  メ ッセージの要件です。 送信側の否認防止性は受信されたメ ッセージと
メ ッセージの送信側を関連付け、 受信側の否認防止性は処理されたメ ッセー

ジと メ ッセージの受信側を関連付けます。 否認防止性をサポートするため

に、 WebLogic Integration B2B は以下のサービスを提供します。

� デジタル署名－受信側への送信前にビジネス  ドキュ メ ン トにデジタルで
署名するために使用します。

� セキュアなタイムスタンプ－ビジネス ト ランザクシ ョ ンのイベン ト の発
生を順序付けるために使用します。

� 監査ログ－セキュアなタイムスタンプを持つデジタル署名されたビジネ

ス  メ ッセージを格納するために使用します。 監査ログは否認防止性に
とって不可欠です。

� データ暗号化

WebLogic Integration B2B は、 この種のサポート を必要とするビジネス  プロ
ト コルでデータ暗号化サービスを提供します。

セキュ リ テ ィに関する包括的な説明、 およびセキュ リ テ ィ  サービスのコンフ ィ
グレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 を参照
して ください。
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コラボレーション アグリーメントの定義

B2B 電子商取引の必要不可欠な要素は、 ビジネス  パートナ間の協定の確立と管
理です。 WebLogic Integration 環境で、 それらの協定はト レーディ ング パートナ
間のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト とい う形態を と り ます。 コラボレーシ ョ
ン アグ リーメ ン ト を使用して、 ト レーディング  パートナーはそれらの間の会話
について合意します。 特に、 それらの ト レーディ ング  パートナが参加する対会
話、 各 ト レーディ ング パートナのメ ッセージ送受信の特性について合意します。

コラボレーション アグリーメン トのパーティ

会話定義は、 会話で ト レーディ ング  パートナが使用する  2 つ以上のロールを定
義します。 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トのパーティは、 会話定義のロール
を ト レーディ ング パートナーにバインド します。 たとえば、 1-7ページの 「会話

と ロールの定義」で説明した価格と在庫の照会の会話に基づ く コ ラボレーシ ョ ン 
アグ リーメ ン ト を考えてみて ください。 そのコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト
には、 バイヤとサプラ イヤの 2 つのパーティが存在します （図 1-7 を参照）。

コラボレーション アグリーメン トの配信チャネル

ト レーディ ング パートナのメ ッセージ送受信の特性は、 配信チャネルにカプセ
ル化されます。 通常、 配信チャネルはその ト レーディ ング  パートナによってサ
ポート されている各ビジネス  プロ ト コルで 1 ト レーディ ング パートナにつき  1 
つです。

注意 : XOCP ビジネス プロ ト コルを使用する ト レーディ ング  パートナでは、 ハ
ブと スポークの 2 つの配信チャネルが必要です。 ハブ アンド  スポーク  
モードで配信チャネルをコンフ ィグレーシ ョ ンする方法については、 2-3
ページの 「ハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して く
ださい。

ト レーディ ング パートナのアプ リ ケーシ ョ ンは、 その配信チャネルを通じて別
の ト レーディ ング パートナの配信チャネルと通信します。 会話は直接的にも間
接的にも行えます。 つま り、 ト レーディ ング  パートナ間のピア ツー ピアで行う
こ と も、 仲介機能 （ルーティ ング プロキシ） 配信チャネルを通じて行う こ と も
できます。
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ピア ツー ピアおよびハブ アンド  スポークのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細につい
ては、 2-1ページの 「コンフ ィグレーシ ョ ン モデル」 を参照して ください。

配信チャネルの構成要素は、 B2B Console を使用してコンフ ィグレーシ ョ ンおよ
びモニタします。 配信チャネルには、 以下の情報が含まれます。

� ビジネス  プロ ト コルのバインディ ング （XOCP、 cXML、 RosettaNet1.1、 ま
たは RosettaNet2.0）

� 転送プロ ト コル （HTTP） と配信先の Uniform Resource Identifier （URI）

� セキュ リ テ ィ  オプシ ョ ン （デジタル署名、 デジタル証明書、 および否認防止
性）

� 信頼性のある メ ッセージング  オプシ ョ ン （タイムアウ ト と再試行）

� メ ッセージ エンコーディング （base64）

ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンのコラボレーシ ョ ン アグリーメン ト

1-7ページの 「会話と ロールの定義」 で説明した価格と在庫の照会の会話を例と
して利用します。 参加ト レーディング  パートナの配信チャネルは、 それらの ト
レーディ ング パートナ間の通信の細部を外部から隔離します。

次の図は、 ビジネス会話に互いに直接参加している  2 つの ト レーディ ング  パー
トナ間のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの構成要素を示しています。 ト レー
ディ ング  パートナは、 ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンでコンフ ィ グレー
シ ョ ンされています。 この場合、 ビジネス  メ ッセージの配信先のト レーディ ン
グ パートナはコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のも う一方のト レーディ ング  
パートナです。
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図 1-7   コラボレーション アグリーメントの構成要素

この図は、 各 ト レーディング パートナの配信チャネルと会話定義 （会話のロー

ルを定義） が ト レーディング  パートナ間のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト と
どのよ うに関連するのかを示しています。

ハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーショ ンのコラボレーショ ン アグリーメ
ン ト

ト レーディ ング パートナが仲介機能 （またはルーテ ィング  プロキシ） を通じて
会話に参加するよ うに WebLogic Integration がコンフ ィグレーシ ョ ンされた場
合、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは各 ト レーディング  パートナと仲介機能
の間で作成されます。 この場合、 ト レーディ ング パートナは仲介 ト レーディン
グ  パートナ （つま り、 ルーティ ング  プロキシ配信チャネル） のこ とをビジネス  
メ ッセージの配信先と して認識します。

たとえば、 ト レーディ ング パートナ A と ト レーディ ング  パートナ B の Query 
Price and Availabilityの会話が仲介 ト レーディ ング  パートナ （仲介機能 A） を通
じて行われる場合は、 2 つのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト が作成されます。

次の図は、 仲介機能 A が仲介 ト レーディ ング パートナである価格と在庫の照会
の会話の ト レーディング  パートナ A、 仲介機能 A、 および ト レーディ ング  パー
トナ B の間で作成されたコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を示しています。
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図 1-8   ハブ アンド  スポーク コンフ ィグレーションのト レーディング パートナ
間のコラボレーション アグリーメント

この図の以下の点に注意して ください。

� ルーティ ング プロキシのロールを果たすト レーディング パートナ （仲介機

能 A） の配信チャネルには、 サプライヤとバイヤ両方のト レーディ ング  パー
トナとのコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トがあ り ます。

� QueryPrice_101 とい う コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トでは、 ト レーディ ン
グ パートナ A がバイヤで、 仲介機能 A がサプライヤ （プロキシ  サプライ
ヤ） です。

� QueryPrice_202 とい う コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トでは、 ト レーディ ン
グ パートナ B がサプライヤで、 仲介機能 A がバイヤ （プロキシ バイヤ） で
す。

会話の管理

ト レーディング パートナー間の関係を正常に維持するために不可欠なのは、 さ
まざまな ト レーディ ング  パートナーのコラボレーシ ョ ンで交換されるビジネス  
メ ッセージの整合性を確保する確かなサービスの提供です。 WebLogic 
Integration は、 以降の節で説明するよ うにメ ッセージング  サービス と会話調整
サービスを提供します。
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メ ッセージング サービス

柔軟性のある メ ッセージング  サービスは、 ト レーディング  パートナ間の情報の
転送を容易にします。 メ ッセージング  コンポーネン トは、 非干渉遅延同期メ ッ
セージング機能を利用して通信の柔軟性を実現します。

このメ ッセージング サービスには、 以下の機能と特性があ り ます。

� 複数の XML ベースのビジネス プロ ト コルのネイティブ モードでのサポー
ト （XOCP、 RosettaNet 1.1、 RosettaNet 2.0、 および cXML）

� メ ッセージ配信のブロッ ク と非ブロ ッ クのサポート

� XOCP ベースのメ ッセージのサービス品質 （QoS） 機能 （持続性の確立、 受

信の確認、 メ ッセージの ト ラ ッキング、 メ ッセージのタイムアウ ト 、 再試

行、 およびト レーディ ング  パートナ間で交換される メ ッセージの他の設定）

� ルーテ ィング機能と フ ィルタ処理機能 （どの ト レーディ ング  パートナーが
メ ッセージを受信するのかを制御）

� 送受信メ ッセージの処理をカスタマイズした り、 メ ッセージング関連の処理

を実行した りするユーザ記述コードを挿入して、 標準のビジネス  プロ ト コル
の機能を拡張できる

会話調整サービス

ビジネスの会話は複雑で長期に及ぶ場合があ り、 数日に及ぶ場合もあ り ます。 会

話には必ずライフ  サイ クルがあ り ます。 ライフ  サイ クルは、 始ま り と終わりが
はっき り しています。 WebLogic Integration ソフ ト ウェアは、 会話調整サービス
を提供します。

会話調整サービスは、 ビジネス  プロ ト コルご とに異な り ます。 ビジネス  プロ ト
コルは、 会話終了プロ ト コルをそれぞれの方法で定義します。 XOCP ベースの会
話の場合、 会話コーディネータによって以下のこ とが行われます。

� 会話を開始した ト レーディ ング パートナの代わりに会話を作成します。

� 新しい ト レーディ ング パートナを会話に参加させます。

� 会話からの退出を要求した ト レーディ ング パートナを会話から外します。

� 会話が終了した時点ですべての会話参加者に会話の終了を通知します。

� ト レーディ ング パートナご とのアクテ ィブな会話のモニタを可能にします。
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システムとアプリケーションの管理

ワークフローの管理は、 ローカル ビジネス  プロセスの実行を制御し、 バッ クエ
ンド  エンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ン と ビジネス  プロセスの統合を管理する
プロセス  エンジンで行います。 詳細については、 1-10ページの 「ビジネス  プロ
セスの管理」 を参照して ください。

ワークフローを除いて、B2B Integration の構成要素は主に B2B Console を使用し
てコンフ ィグレーシ ョ ンおよび管理します。 B2B Console は、 リポジ ト リ  サービ
ス と連携して機能します。

この節では、 B2B 統合をサポートする管理サービスについて説明します。

� リポジ ト リ  サービス

� 管理サービス

� WebLogic Integration B2B Console

� Bulk Loader

� Java Management Extensions Management Bean

� ロギング サービス

次の図は、 この節と  1-29ページの 「会話の管理」 で説明される  WebLogic 
Integration のサービスを表しています。
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図 1-9   WebLogic Integration B2B のサービス

リポジト リ  サービス

リポジ ト リ  サービスでは、 データを リポジ ト リに格納します。 このデータは、
ト レーディ ング パートナで企業間のコラボレーシ ョ ンに参加するために必要と
な り ます。 データには以下のものがあ り ます。

� ト レーディ ング パートナ固有の情報

� 会話定義

� コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト

� ビジネス プロ ト コル定義

� ドキュ メ ン ト定義 （DTD） の名前

� ドキュ メ ン ト と コンフ ィグレーシ ョ ンの情報

� メ ッセージのルーティ ングと フ ィルタ処理で使用するデータ
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リポジ ト リには以下の機能もあ り ます。

� システム管理、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トの作成、 ト レーディ ング 
パートナ、 会話、 およびコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トのモニタなどを目
的と して  B2B Console を通じてアクセスできます。

� B2B Console および Bulk Loader ユーティ リ テ ィ を使用したデータのイン
ポート とエクスポー ト をサポート します。

� プライマ リ  データ  ス ト アと して Oracle、 Microsoft SQL Server、 Sybase およ
び Pointbase をサポート します。 データベースのサポートについては、
『WebLogic Integration インス トール ガイ ド』 および 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

リポジ ト リ と  Bulk Loader の詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の
「 リ ポジ ト リの操作」 および 「Bulk Loader の操作」 を参照して ください。

管理サービス

管理サービスは、 ト レーディ ング  パートナー、 会話、 コラボレーシ ョ ン  アグ
リーメ ン ト などのコンフ ィグレーシ ョ ン、 管理、 およびモニタ といった複数のシ

ステム管理機能をサポート しています。

これらのサービスを通じて、 管理者はシステムの B2B Integration の構成要素を
作成、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 および管理できます。 ビジネス開発者は、 コラボ

レーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を設定し、 システムのステータスをモニタできます。
さ らに、 ビジネス  パートナは管理サービスを使用して ト レーディ ング  パートナ
のセッシ ョ ンの開始と終了、 会話の退出または終了、 および配信チャネルの有効

化、 無効化、 開始、 または停止を行う こ とができます。

WebLogic Integration B2B Console

管理サービスには、主に Web ベースの B2B Console を使用してアクセスします。
コンフ ィグレーシ ョ ン情報はすべて、 データベース管理システムによってサポー

ト されている  WebLogic Integration リポジ ト リに格納されます。 以下の構成要素
をコンフ ィグレーシ ョ ンおよびモニタできます。

� ト レーディング パートナ

� 会話

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト
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� ビジネス プロ ト コル

� ロジッ ク  プラグイン

ト レーディ ング パートナ間のデータ と ビジネス  プロセスの交換をスムーズにす
るために、 B2B Console のインポート機能とエクスポー ト機能を使用して、 リ ポ
ジ ト リ  データを XML ファ イルにエクスポート した り、 XML ファ イルのデータ
を  WebLogic Integration リ ポジ ト リにインポート した りできます。

リポジ ト リからエクスポートするデータの範囲を選択するこ とで、 作成する  
XML ファ イルに リポジ ト リのデータ全体が格納されるのか、 あるいは ト レー
ディ ング パートナ、 会話定義、 コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト、 ビジネス  プ
ロ ト コル定義、 またはロジッ ク  プラグインのいずれかのエンテ ィテ ィに関連す
るデータだけが格納されるのかを指定できます。

B2B Console の使い方の詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 および
『B2B Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 を参照して くださ
い。

Bulk Loader

B2B Console で WebLogic Integration リ ポジ ト リのデータをエクスポートおよび
インポートできるだけでなく、 コマンド ラ インから  Bulk Loader 機能を使用して
も リポジ ト リ  データをエクスポートおよびインポートできます。B2B Console の
インポート機能およびエクスポート機能と同じ よ うに、 Bulk Loader ユーティ リ
テ ィでも リ ポジ ト リのデータ全体を XML ファ イルにエクスポートするのか、 そ
れと も一部だけをエクスポー トするのかを指定できます。 Bulk Loader の使い方
の詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 の 「Bulk Loader の操作」 を参
照して ください。

Java Management Extensions Management Bean

モニタのみを目的と して、 WebLogic Integration は Java Management Extensions
（JMX） Management Bean （Mbean） を使用して管理サービスのデータ と統計を
表示するユーザ記述アプリ ケーシ ョ ンをサポート しています。

ト レーディ ング パートナは、 管理サービス  パッケージに含まれている  MBean 
サーバ （Mbean の リポジ ト リ ） を通じて JMX Mbean を使用して、 管理サービス
との間でメ ッセージを送受信できます。
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管理アプリ ケーシ ョ ンのプログラ ミ ングの詳細については、 『B2B Integration 管
理アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ング  ガイ ド』 を参照して ください。

ロギング サービス

WebLogic Integration の B2B Integration コンポーネン トは、エラー メ ッセージお
よび情報メ ッセージのロギング機能を提供します。 ログ  メ ッセージはすべてタ
イムスタンプを付けて、 WebLogic Server ログまたは別のログ ファ イルに送信で
きます。 詳細については、 『B2B Integration ログへのメ ッセージの書き込み』 を
参照して ください。
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2 B2B Integration の基礎

この章では、 WebLogic Integration のアーキテクチャで、 B2B 統合をサポートす
る堅牢なフレームワーク （メ ッセージング、 接続、 ビジネス  プロ ト コル、 およ
び Business Process Management と ワークフローの自動化との統合） がどのよ う
に提供されるのかを説明します。 この章の内容は以下のとおりです。

� コンフ ィグレーシ ョ ン モデル

� B2B Integration: 手順説明

コンフ ィグレーション モデル

プロセスやプロ ト コルが異なる多数の ト レーディング  パートナが参加するビジ
ネス  ト ランザクシ ョ ンに参加するためには、 企業ではさまざまな接続オプシ ョ
ンが必要です。

このため、 WebLogic Integration を使用する ト レーディング  パートナは多数の異
なる方法で通信するよ うにコンフ ィグレーシ ョ ンできます。 ト レーディ ング  
パートナのアプ リ ケーシ ョ ンは、 ピア ツー ピア  モードでダイレク トに独自の通
信チャネルを通じて、 ハブ アンド  スポーク  モードで仲介配信チャネルを通じ
て、 またはそれらの両方で通信します。 WebLogic Integration は、 複数のピア 
ツー ピア関係を同時にサポートでき、 ルーティ ング  ハブと して、 WebLogic 
Integration B2B エンジンをデプロイする他の ト レーディ ング パートナ間のメ ッ
セージを仲介するこ と もできます。 複数のメ ッセージング  モデルをこれらのコ
ンフ ィグレーシ ョ ンに重ねるこ とができます。

以下の節では、 ト レーディ ング  パートナのコンフ ィグレーシ ョ ン と メ ッセージ
ング モデルを説明します。

� ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ン  

� ハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ン
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ピア ツー ピア コンフ ィグレーション

ピア ツー ピア コンフ ィ グレーシ ョ ンでは、 2 つの ト レーディング  パートナのア
プ リ ケーシ ョ ンがそれぞれの配信チャネルで通信します。 ト レーディ ング  パー
トナのメ ッセージ送受信の特性は、 配信チャネルにカプセル化されます （1-26
ページの 「コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの配信チャネル」 を参照）。

複数の ト レーディ ング  パートナのアプリ ケーシ ョ ンは、 以下のコンフ ィ グレー
シ ョ ンで実装できます。

� 次の図のよ うに、 企業内の WebLogic Integration の 1 つのインスタンスで

図 2-1   ピア ツー ピア コンフ ィグレーション : WebLogic Integration の 1 つの
インスタンス

� 次の図のよ うに、 企業またはオーガニゼーシ ョ ン内の WebLogic Integration 
の複数のインスタンスで

図 2-2   ピア ツー ピア コンフ ィグレーション : 1 企業内の WebLogic Integration 
の複数のインスタンス
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� 次の図のよ うに、 ファ イアウォールおよびインターネッ ト を経由した  
WebLogic Integration の複数のインスタンスで

図 2-3   ピア ツー ピア コンフ ィグレーション : 複数の企業の WebLogic 
Integration の複数のインスタンス

ピア ツー ピア コンフ ィグレーシ ョ ンでは、RosettaNet、 cXML および ebXML ビ
ジネス  プロ ト コルを使用してビジネス  メ ッセージを交換できます。

特定のコンフ ィグレーシ ョ ン  タスクの詳細については、 『B2B Integration 管理ガ
イ ド』 の 「基本的なコンフ ィ グレーシ ョ ン  タスク 」 を参照して ください。

ト レーディング パートナ間のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメン ト は、 ト レーディ
ング パートナ間でビジネス  メ ッセージをルーティ ングするために必要な情報を
記録します。 ピア ツー ピアの通信の場合、 ビジネス  メ ッセージの配信対象の ト
レーディ ング パートナはコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のも う一方のト レー
ディ ング  パートナ （会話で 3 つ以上のロールが定義されている場合はも う一方
のト レーディ ング パートナのロール） です。

ハブ アンド  スポーク コンフ ィグレーション

ハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ンでは、 ト レーディング  パートナのア
プリ ケーシ ョ ンは別の ト レーディング パートナの配信チャネル （スポーク配信

チャネル） への仲介 （ルーティ ング プロキシ） 配信チャネルを介して通信しま
す。 次の図は、 配信チャネル、 ト レーディ ング  パートナ アプリ ケーシ ョ ン、 お
よび ト レーディ ング  パートナ アプリ ケーシ ョ ンをホス トする  WebLogic 
Integration のインスタンスについて可能な、 3 つのハブ アンド  スポーク  コン
フ ィグレーシ ョ ンを示しています。
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警告 : 次の図のコンフ ィグレーシ ョ ン A と  B は、2 つの配信チャネル （ハブ 
1、 スポーク  1） でコンフ ィグレーシ ョ ンされた  1 つの ト レーディ ン
グ  パートナを示しています。 現時点でこのコンフ ィグレーシ ョ ンに
は制限があ り ます。 ハブ配信チャネルと スポーク配信チャネルを 1 つ
の ト レーディ ング パートナでコンフ ィグレーシ ョ ンしないでくださ
い。 代わりに、 それぞれに 1 つの配信チャネルで 2 つの ト レーディン
グ  パートナを設定します。 1 つの ト レーディ ング パートナでハブ配
信チャネルをコンフ ィグレーシ ョ ンし、 も う  1 つの ト レーディング 
パートナでスポーク配信チャネルをコンフ ィグレーシ ョ ンします。

ト レーディ ング パートナと配信チャネルのコンフ ィグレーシ ョ ンの詳細につい
ては、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 を参照して ください。

注意 : このセクシ ョ ンで説明するハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ン
は、 WebLogic Integration の本リ リースから非推奨になった  XOCP ビジ
ネス  プロ ト コルに基づいています。 XOCP の代替機能に関する詳細につ
いては、 『BEA WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して くださ
い。
2-4 B2B Integration 入門



コンフ ィ グレーシ ョ ン  モデル
図 2-4   ハブ アンド  スポーク コンフ ィグレーション モデル

この図のハブ アンド  スポーク  コンフ ィグレーシ ョ ン  モデルは、 次のよ うに要約
できます。

� コンフ ィグレーシ ョ ン A: 2 つのト レーディ ング パートナが WebLogic 
Integration の 1 つのインスタンスでコンフ ィグレーシ ョ ンされます。 2 つの
配信チャネル （ハブ 1、 スポーク  1） が 1 つのト レーディ ング パートナでコ
ンフ ィグレーシ ョ ンされます。 1 つの配信チャネル （スポーク） がも う  1 つ
のト レーディ ング パートナでコンフ ィグレーシ ョ ンされます。

� コンフ ィグレーシ ョ ン B: WebLogic Integration の 2 つのインスタンスがデプ
ロイ されます。 インスタンスご とに 1 つの ト レーディング  パートナがコン
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フ ィ グレーシ ョ ンされます。 2 つの配信チャネル （ハブ 1、 スポーク  1） が 1 
つの ト レーディ ング パートナでコンフ ィ グレーシ ョ ンされます。 1 つの配信
チャネル （スポーク） がも う  1 つの ト レーディ ング パートナでコンフ ィ グ
レーシ ョ ンされます。

� コンフ ィグレーシ ョ ン  C: WebLogic Integration の 3 つのインスタンスがデプ
ロイ されます。 1 つの ト レーディング パートナがインスタンスご とにコン
フ ィ グレーシ ョ ンされ、 1 つの配信チャネルがト レーディ ング  パートナごと
にコンフ ィ グレーシ ョ ンされます。 ハブ配信チャネルは、 2 つのスポーク配
信チャネルの仲介と して機能します。

ハブ アンド  スポーク  モデルは、XOCP ビジネス  プロ ト コルを使用したビジネス  
メ ッセージの交換をサポート します。 XOCP ビジネス メ ッセージは、 ト レー
ディ ング パートナ間でユニキャス ト またはマルチキャス ト できます。 メ ッセー
ジのマルチキャス トは、 1 つのト レーディ ング パートナから多数の ト レーディン
グ  パートナに既存の会話の制約の範囲内でメ ッセージをブロードキャス トする  
XOCP メ ッセージング サービスの機能です。

ト レーディ ング パートナ間のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン トは、 ト レーディ
ング パートナ間でビジネス  メ ッセージをルーティ ングするために必要な情報を
記録します。 ビジネス  メ ッセージを仲介機能 （ハブ） 経由で ト レーディ ング  
パートナ間で交換するには、 コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を各 ト レーディ
ング パートナと仲介機能の間で作成します。 直接的に通信する ト レーディ ング  
パートナ間のビジネス  メ ッセージ交換とは違って （ビジネス  メ ッセージの配信
対象の ト レーディ ング  パートナがコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のも う一方
の ト レーディ ング パートナ）、 仲介機能を使用する ト レーディ ング  パートナは仲
介 ト レーディ ング パートナ （ルーテ ィング プロキシ配信チャネル） のこ とをビ
ジネス  メ ッセージの対象と見なします。 メ ッセージの送り先はそのメ ッセージ
の送信時に指定し、 XOCP ビジネス  メ ッセージの場合は 1 つの送 り先 （ユニ

キャス ト  メ ッセージ） または複数の送 り先 （マルチキャス ト  メ ッセージ） を指
定できます。 受信側 ト レーディ ング パートナは、 メ ッセージ内で XPath 式を使
用して表現できます。

XOCP プロ ト コルおよびメ ッセージのマルチキャス ト の詳細については、 1-13
ページの 「ビジネス プロ ト コルのサポート 」 を参照して ください。
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メ ッセージ仲介モデル

ハブ アンド  スポーク  モデルでは、 WebLogic Integration は前の節で説明したと
おりハブ ノード と スポーク  ノードの両方でインス トールします。 メ ッセージは、
以下のいずれかの方法で仲介できます。

� ルーティ ング－送 り先のト レーディ ング パートナがメ ッセージの送信側から
認識されます。 ハブと してコンフ ィグレーシ ョ ンされた  WebLogic 
Integration はルーティ ング プロキシと して機能し、 送信側が指定した受信側
にビジネス メ ッセージを渡します。

� 仲介ワークフロー－送 り先の ト レーディ ング  パートナがメ ッセージ送信側か
ら認識されません。 ト レーディ ング パートナと仲介機能の間にはコラボレー
シ ョ ン アグ リーメ ン トがあ り ますが、 ト レーディ ング  パートナ同士の間に
は存在しません。 仲介機能は、 複雑なフ ィルタ処理とルーティ ング、 バッ ク

エンド  システムとの統合、 メ ッセージの検証、 ロギングといったあらゆる種
類の処理を実行できるワークフローでメ ッセージをインターセプ ト します。

このモデルは、 匿名オークシ ョ ンでよ く使用します。 この匿名オークシ ョ ン

では、 ハブが仲介と して機能します。

� 並列ワークフロー－メ ッセージ送信側は、 ハブ、 ハブに配置された ト レー

ディ ング  パートナ、 およびハブによってルーティ ングされる他の送 り先 ト
レーディ ング パートナとの間でコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を持ちま
す。 メ ッセージは、 ハブのパートナを含めたすべての ト レーディング  パート
ナに送信されます。 ハブの段階で、 メ ッセージは並列ワークフローに送られ

ます。 1 つのワークフローはメ ッセージを送 り先の ト レーディング  パートナ
に渡し、 も う  1 つのワークフローはビジネス  オペレーシ ョ ンを実行してメ ッ
セージを仲介します。

注意 : WebLogic Integration B2B Console で会話を定義する と きには、 その
会話のロールのワークフローにプロキシ ワークフローとい うマーク
を付けるこ とができます。 ハブ配信チャネルでは、 このプロキシ フ
ラグを使用して、 ハブ ローカルのロールを持つ会話に適用されるコ
ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト と、 ハブがルーテ ィング プロキシの
ロールにあるこ とを要求するコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を区
別します。

� インターセプタ－ ト レーディ ング パートナはお互いを認識しますが （ルー

ティ ング  モデルまたは並列ワークフロー モデルのいずれかを使用）、 ハブが
ロジッ ク  プラグインを使用してメ ッセージをインターセプ ト し、 追加の処理
を実行します。 ロジッ ク  プラグインは、 実行時にビジネス  メ ッセージをイ
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ンターセプ ト して処理する  Java ク ラスです。 WebLogic Integration では、 シ
ステム ロジッ ク  プラグインが用意されています。 カスタム  ロジッ ク  プラグ
インを記述すれば、 それらのロジッ ク  プラグインに機能を付け足すこ と もで
きます。 システム ロジッ ク  プラグインには XOCP ルータ、 XOCP フ ィル
タ、 および RosettaNet ロジッ ク  プラグインがあ り、 それらすべてがリ ポジ
ト リの XPath 式に基づ く メ ッセージ受信側の処理に直接関与します。 カスタ
ム ロジッ ク  プラグインでは、 ルーティ ングやフ ィルタ処理だけでな く、 そ
れら とは関係のないさ まざまなサービスも実行できます。 ロジッ ク  プラグイ
ンは、 複数を連鎖させてインス トールできます。 ルーティ ング  ロジッ ク  プ
ラグインの連鎖はメ ッセージの送信時に起動でき、 フ ィルタ処理プラグイン

の連鎖はメ ッセージの受信時に起動できます。

ト レーディング パートナ クライアント （非推奨）

ト レーディ ング パートナのアプ リ ケーシ ョ ン同士を直接接続するだけでな く、
WebLogic Integration はゼロウェイ ト  ク ラ イアン ト をサポート して、 中小規模の
ト レーディ ング パートナや、 バッ クエンド統合の要件がほとんどまたはまった
く存在しない ト レーディング  パートナに E ビジネス コ ミ ュニテ ィに接続して参
加する手段を提供します。 それらの ト レーディング  パートナは、 Web ブラウザ
またはファ イル共有ク ライアン ト を使用して  WebLogic Integration と通信しま
す。 それらのゼロウェ イ ト  ク ラ イアン トに対する メ ッセージは、 接続先の 
WebLogic Integration のインスタンスによって処理されます。 つま り、 メ ッセー
ジの処理は Web ブラウザまたはファ イル共有ク ラ イアン ト をデプロイ している
ト レーディ ング パートナの代わりにホス ト されます。 次の図は、 2 つの ト レー
ディ ング パートナが企業 A の WebLogic Integration のインスタンスで作成される
サンプル コンフ ィ グレーシ ョ ンを表しています。 それらの ト レーディ ング  パー
トナの 1 つは、 企業 C で使用される  Web ブラウザまたはファ イル共有ク ラ イア
ン トのホス ト とな り ます。
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図 2-5   ホスト されるトレーディ ング パートナのコンフ ィグレーション

ト レーディング パートナ軽量ク ライアン トのコンフ ィ グレーシ ョ ン とデプロイ
メ ン ト の詳細については、 『B2B Integration サンプルの使い方』 の 「Trading 
Partner Zeroweight Client サンプル」 を参照して ください。

注意 : ト レーディング パートナゼロウェイ ト  ク ラ イアン トは、 WebLogic 
Integration の本リ リースから非推奨になっています。 ゼロウェイ ト  ク ラ
イアン トの代替機能に関する詳細については、 『BEA WebLogic 
Integration リ リース  ノー ト 』 を参照して ください。

B2B Integration: 手順説明

この節では、 価格と在庫の照会の会話を例にとって以下のこ と を説明しま

す。

� ト レーディング パートナが別のト レーディ ング  パートナとの会話に参加で
きるよ うに WebLogic Integration の構成要素を設定する方法。 それらの構成
要素が連携してどのよ うに B2B コラボレーシ ョ ンを実現するのかを示しま
す。

� 会話に参加している ト レーディ ング  パートナ間でのビジネス  メ ッセージの
交換。 B2B Integration の仕組みを示します。
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2 B2B Integration の基礎
この例で利用する価格と在庫の照会の会話については、 1-7ページの 「会話と
ロールの定義」 で説明されています。 次の図はその節で掲載されたもので、 価格

と在庫の照会の会話を表しています。

図 2-6   価格と在庫の照会の会話のワークフロー

このシナリオでは、 以下の 2 つのビジネス  パートナが登場します。

� Company ABC －バイヤ

� Company XYZ －サプラ イヤ

このシナリオでは、 Company ABC がこのビジネス  コラボレーシ ョ ン例に参加す
るための WebLogic Integration 環境を準備します。 Company XYZ とのプロダク
シ ョ ンに移る前に、 Company ABC はその WebLogic Integration 環境でコラボ
レーシ ョ ンの構成要素をテス ト します。

以下の節では、 まず、 Company ABC がどのよ うにその WebLogic Integration 環
境の 2 つのト レーディ ング パートナを設定してこのビジネス  コラボレーシ ョ ン
に参加するのかを説明します。 次に、 それ以降の、 ト レーディング  パートナ間
のビジネス  メ ッセージの交換について説明します。 最後に、 価格と在庫の照会
の会話に参加するために必要なデータを交換するために両方のビジネス  パート
ナが行う ステップを説明します。

� 会話定義の作成
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� ワークフロー テンプレー トの作成

� ト レーディング パートナと配信チャネルの作成

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の作成

� ビジネス  メ ッセージの送受信

� リポジ ト リ情報のエクスポート と インポー ト

� ビジネス  コラボレーシ ョ ンの開始

この節では、 WebLogic Integration B2B Console または WebLogic Integration 
Studio でコンフ ィグレーシ ョ ンを行う方法について詳し くは説明しません。 コン
フ ィグレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration 管理ガイ ド 』 および
『B2B Integration Administration Console オンラ イン ヘルプ』 を参照して くださ
い。

会話定義の作成

会話のロールや他の詳細項目を指定するには、 B2B Console を使用して会話を定
義します。 定義したエンティテ ィは、 会話定義と呼びます。 ト レーディ ング  
パートナ間の会話は、 会話定義のアクティブなインスタンスです。

この例では、 Company ABC の管理者が B2B Console を使用して次の手順で会話
定義を作成します。

� 会話定義に命名します。 ( この例では、 会話定義は価格と在庫の照会です。 )

� 価格と在庫の照会の会話のロール （バイヤとサプラ イヤ） を定義します。

� この会話で使用するビジネス  プロ ト コルと して XOCP を指定します （他の

選択肢は cXML1.1、 cXML1.2、 RosettaNet 1.1、 および RosettaNet 2.0）。

� 協調的ワークフロー テンプレートの名前を各ロールにアタ ッチします。

注意 : このステップでアタッチするワークフロー テンプレートの名前は、
WebLogic Integration Studio で定義する必要のあるワークフロー テン
プレー トの名前です。 詳細については、 2-12ページの 「ワークフ
ロー テンプレートの作成」 を参照して ください。

以下のテンプレー ト をこの例の価格と在庫の照会の会話のロールにアタ ッチ

します。
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ワークフロー テンプレートの作成

会話定義でト レーディ ング パートナに割り当てられるロールを実装するワーク
フローは、 協調的ワークフローと呼ばれます。

会話の会話ロールを実装するワークフロー テンプレー ト を設計または編集する
には、 WebLogic Integration Studio を使用します。 特に、 協調的ワークフローを
サポートするために Studio の機能を拡張する  B2B Integration BPM プラグインを
使用します。 Studio を使用する と、 ワークフローにプロパテ ィ を割 り当てるこ と
ができます。 それらのプロパティ を割り当てるこ とで、 ワークフローが B2B 
Integration 環境で使用できるよ うにな り ます。

この例では、Company ABC の管理者が WebLogic Integration Studio を使用して 2 
つの協調的ワークフロー テンプレー ト を作成します。 テンプレー トは会話の
ロールご とに 1 つで、 QueryPriceAvailability_Buyer と  
QueryPriceAvailability_Supplier を作成します。

ト レーディ ング パートナでは、 協調的ワークフローと連係して機能し、 ト レー
ディ ング パートナのローカル プロセスを実装するプライベート  ワークフローも
実装できます。 それらのプロセスは、 必ずし も会話定義で指定する必要はあ り ま

せん （2-11ページの 「会話定義の作成」 を参照）。 た とえば、 ト レーディ ング  
パートナが会話を開始する場合、 その ト レーディ ング  パートナのプライベート  
ワークフローが、 その会話を開始する協調的ワークフローを開始できます。

[Role in Conversation] 協調的ワークフロー テンプレート

バイヤ QueryPriceAvailability_Buyer

サプライヤ QueryPriceAvailability_Supplier
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次の図は、 価格と在庫の照会の会話のバイヤ  ロールとサプライヤ ロールの協調
的ワークフロー例を示しています。

図 2-7   バイヤ ロールとサプライヤ ロールの協調的ワークフロー

ビジネス  メ ッセージを交換できるよ うに協調的ワークフローを準備するには、
協調的ワークフロー テンプレートの会話プロパテ ィを指定します。 会話プロパ
ティは、 ワークフロー テンプレー トの定義を使用して WebLogic Integration 
Studio で指定します。
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2 B2B Integration の基礎
この例の会話プロパテ ィ を指定するには、 以下のタスクを行 う必要があ り ます。

� QueryPriceAvailability_Buyer 協調的ワークフロー テンプレー ト を交換
開始者と します。 これで、 QueryPriceAvailability_Buyer ワークフロー
から会話が開始されます。

� QueryPriceAvailability_Buyer テンプレート と  価格と在庫の照会の会話
のバイヤ ロールを リ ンク します。

� QueryPriceAvailability_Supplier テンプレー ト と  価格と在庫の照会の
会話のサプライヤ ロールを リ ンク します。

� ワークフロー テンプレートの実行時プロパティ を設定します。 以下のよ う な
プロパティ を設定します。

� 一般的なプロパテ ィ （テンプレー トの期限など）

� サービス品質 （QoS） プロパテ ィ （再試行回数、 タイムアウ ト、 配信の確
認など）

注意 : 実行時において、 ワークフローに割 り当てられた QoS プロパテ ィは、
B2B Console で ト レーディ ング パートナの配信チャネルを設定する と
きに定義した QoS プロパティに優先します。

WebLogic Integration Studio を使用して協調的ワークフロー テンプレー ト を設計
する方法については、 『B2B Integration ワークフローの作成』 を参照して くださ
い。

ト レーディング パートナと配信チャネルの作成

会話に参加する必要のある企業は、 まず環境をコンフ ィグレーシ ョ ンする必要が

あ り ます。 その過程では、 ト レーディ ング  パートナを作成し、 ト レーディ ング 
パートナ固有の情報と  1 つまたは複数の配信チャネルを定義します。配信チャネ
ルでは、 会話で使用するビジネス  プロ ト コル、 転送プロ ト コル、 セキュ リ テ ィ  
パラ メータなど、 ト レーディ ング  パートナのメ ッセージ送受信の特性を記述し
ます。
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Company ABC のトレーディング パートナの作成

Company ABC の管理者は、 B2B Console を使用して以下の 2 つのト レーディ ン
グ パートナを作成します。

� Trading Partner A （会話のバイヤ ロール）

� Supplier-Test （会話のサプライヤ ロール）

Supplier-Test は、 システムを Company XYZ の ト レーディング パートナ （サ
プライヤ ロール） とのプロダクシ ョ ンに移す前に、 会話と ワークフローをテ
ス トするために使用します。

各 ト レーディ ング  パートナを作成するための情報は以下のとおりです。

� 名前 : Trading Partner A と  Supplier-Test

� タイプ : ローカル

� 連絡先 : 住所、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ッ クス番号など

� パーティ  ID: コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト で ト レーディ ング  パートナ
を識別するユニークな名前 （DUNS A12345678 など）

� Trading Partner A の配信チャネル

Trading Partner A では、 2 つの配信チャネルが必要です （スポーク  1、 ルー
ティ ング  プロキシ  1）。 それらの配信チャネルは次のよ うに定義します。

� 名前 : スポーク配信チャネル－次の要素を含む

a. ドキュ メ ン ト交換 : ビジネス  プロ ト コル （XOCP） と実行時パラ メータ
を定義します。

b. 転送 : 転送プロ ト コル （HTTP）、 エンド  ポイン ト  URI
（http://CompanyABC.com/xocp-spoke-transport など）、 およびセ
キュ リテ ィ  パラ メータを定義します。

� 名前 : ルーティ ング プロキシ配信チャネル－次の要素を含む

a. ドキュ メ ン ト交換 : ビジネス  プロ ト コル （XOCP） と実行時パラ メータ
を定義します。

b. 転送 : 転送プロ ト コル （HTTP）、 エンド  ポイン ト  URI
（http://CompanyABC.com/xocp-hub-transport など）、 およびセキュ
リテ ィ  パラ メータを定義します。
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� Supplier-Test の配信チャネル

Supplier-Test ト レーディング パートナでは、 1 つのスポーク配信チャネルが
必要です。 その配信チャネルの定義には、 以下の情報が含まれます。

� ドキュ メ ン ト交換－この ト レーディング パートナのビジネス  プロ ト コル
（XOCP） と実行時パラ メータを定義します。

� 転送－転送プロ ト コル （HTTP）、 エンド  ポイン ト  URI
（http://CompanyABC.com/xocp-spoke-transport など）、 およびセ
キュ リ テ ィ  パラ メータを定義します。

Company XYZ のトレーディング パートナの作成

Company XYZ で WebLogic Integration をインス トールした後、 管理者は B2B 
Console を使用して ト レーディング  パートナ （サプライヤ  ロールの Trading 
Partner Z） を作成します。

Trading Partner Z を作成するための情報は以下のとおりです。

� 名前 : Trading Partner Z

� タイプ : ローカル

� 連絡先 : 住所、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ ッ クス番号など

� パーテ ィ  ID: コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト で ト レーディ ング  パートナ
を識別するユニークな名前 （DUNS Z87654321 など）

� 配信チャネル

Trading Partner Z では、 1 つのスポーク配信チャネルが必要です。 その配信
チャネルの定義には、 以下の情報が含まれます。

� ドキュ メ ン ト交換－この ト レーディング パートナのビジネス  プロ ト コル
（XOCP） と実行時パラ メータを定義します。

� 転送－転送プロ ト コル （HTTP）、 エンド  ポイン ト  URI
（http://CompanyXYZ.com/xocp-spoke-transport など）、 およびセ
キュ リ テ ィ  パラ メータを定義します。
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次の図は、 このシナリオで定義される  3 つの ト レーディ ング パートナとそれら
の配信チャネルのコンフ ィグレーシ ョ ンを示しています。

図 2-8   会話例のトレーディング パートナのコンフ ィグレーション

Company ABC では、 Company XYZ のト レーディ ング  パートナ （本来のサプラ

イヤ） と接続する前に、 Supplier-Test ト レーディング  パートナを使用して  価格
と在庫の照会の会話のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト をテス トできます。

コラボレーション アグリーメントの作成

コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト は、 ト レーディ ング  パートナの配信チャネル
を会話定義にバインド します。 このコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を使用し
て、 ト レーディ ング  パートナはそれらの間の会話について合意します。 特に、
それらの ト レーディ ング  パートナが参加する会話と、 各 ト レーディング パート
ナのメ ッセージ送受信の特性について合意します。

管理者は B2B Console を使用して、特定の名前とバージ ョ ンでそのリポジ ト リに
コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト を作成します。 コラボレーシ ョ ン アグ リーメ
ン ト では、 参加ト レーディ ング  パートナご とにパーティを定義します。 コラボ
レーシ ョ ン アグ リーメ ン トには以下の情報も含まれます。

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト の各パーティのユニークなパーティ識別子

� 各 ト レーディ ング  パートナの配信チャネル情報 （2-14ページの 「 ト レーディ
ング パートナと配信チャネルの作成」 を参照）
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配信チャネルでは、 コラボレーシ ョ ンのビジネス  プロ ト コル、 各 ト レーディ
ング パートナの実行時パラ メータ、 転送プロ ト コル、 各 ト レーディ ング 
パートナの転送のエンド  ポイン ト （URI）、 およびセキュ リ テ ィ  パラ メータ
を定義します。

� 会話定義 （2-11ページの 「会話定義の作成」 を参照）

会話定義では、 ビジネス コラボレーシ ョ ンの名前を指定し （この例では、 価
格と在庫の照会）、 ロール （バイヤ、 サプラ イヤなど） を協調的ワークフ

ロー テンプレー トにアタッチします。

こ こで手順説明の例に戻 り ます。

Company ABC では、 以下のよ うに 2 つのコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を作
成します。

� QueryPrice-A-A －パーティは Trading Partner A のルーテ ィング プロキシ配
信チャネルと  Trading Partner A のスポーク配信チャネルです。

� QueryPrice-A-SpTest －パーテ ィは Trading Partner A のルーティ ング プロキ
シ配信チャネルと  Supplier-Test のスポーク配信チャネルです。

各 ト レーディ ング パートナは、 ルーティ ング  プロキシ配信チャネルのあるコ ラ
ボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を持ちます。 ルーティ ング プロキシは、 仲介と し
て機能します。つま り、 Trading Partner A とのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト
ではプロキシ サプライヤと して機能し、 Supplier-Test とのコラボレーシ ョ ン ア
グ リーメ ン ト ではプロキシ  バイヤと して機能します。

コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トは配信チャネルを会話定義にバインド し、 会
話定義のロールと関連付けられている協調的ワークフロー テンプレー ト を参照
します。 次の図は、 2 つのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を表しています。
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図 2-9   コラボレーション アグリーメントの構成要素

この図の以下の点に注意して ください。

� ルーティ ング プロキシ配信チャネルは、 両方のコラボレーシ ョ ン  アグ リー
メ ン ト のパーティです。 QueryPrice-A-A アグ リーメ ン トではルーテ ィング  
プロキシ配信チャネルは （プロキシ） サプライヤのロールにあ り、

QueryPrice-A-SpTest アグ リーメ ン ト では （プロキシ） バイヤのロールに
あ り ます。

� コラボレーシ ョ ン アグ リーメン ト のパーティは、 会話定義のロールと関連付
けられます。

� 会話定義は、 会話の各ロールの協調的ワークフロー テンプレー ト と コラボ
レーシ ョ ン アグ リーメ ン トのパーティ を関連付けます。

ビジネス メ ッセージの送受信

ワークフロー テンプレー ト、 会話定義、 ト レーディング パートナ、 配信チャネ
ル、およびコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト を作成した後、Company ABC では 
価格と在庫の照会の会話でバイヤ  ロールの Trading Partner A およびサプライヤ 
ロールの Supplier-Test を使用してコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト と会話をテ
ス ト します。

この節では、 価格と在庫の照会の会話でビジネス  メ ッセージがどのよ うに送受
信されるのかを説明します。
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図 2-10   ビジネス メ ッセージの送受信

この図は、 ト レーディ ング  パートナのアプ リ ケーシ ョ ン と配信チャネルを通じ
たビジネス  メ ッセージの処理を示しています。 そのイベン ト を次の順序で説明
します。

1. Trading Partner A アプ リ ケーシ ョ ンが、 プライベート  ワークフローのインス
タンスを開始して会話を開始します。 プラ イベート  ワークフローは、 会話の
バイヤ ロールに定義されている協調的ワークフローを開始します （この協調

的ワークフローの名前は QueryPriceAvailability_Buyer）。

2. QueryPriceAvailability_Buyer 協調的ワークフローが、 コラボレーシ ョ
ン アグ リーメ ン ト  QueryPrice-A-A と関連付けられます （図 2-9 を参照）。
QueryPrice-A-A コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トでは、 スポーク配信チャ
ネルがバイヤで、 ルーティ ング  プロキシ配信チャネルがサプライヤです。 し
たがって、 スポーク配信チャネルがルーティ ング  プロキシ配信チャネルに
メ ッセージを送信します。

3. ルーテ ィング プロキシ配信チャネルがコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の
リ ンクを行います。 つま り、 メ ッセージは 1 つのコラボレーシ ョ ン アグ リー
メ ン トの一部と して受信し、 別のコラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン トの一部と
して別の ト レーディング  パートナにルーティ ングする必要があ り ます。 それ
らのコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト が リ ンク されるのは、 それらが同じ
ルーテ ィング プロキシ配信チャネル （この場合は 
http://CompanyABC.com/xocp-hub-transport） を使用するためです。
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このメ ッセージを受信する と き、 ルーティ ング  プロキシ配信チャネルは 
QueryPrice-A-A コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト のプロキシ  サプライヤ
と して機能しています。 メ ッセージの受信後、 ルーティ ング  プロキシ配信
チャネルはロールを切 り替え、 プロキシ バイヤにな り ます。 Trading Partner 
A アプリ ケーシ ョ ンでは、 この共通の （ルーティ ング  プロキシ） 配信チャネ
ルを使用して、 それがバイヤと して機能している会話のコラボレーシ ョ ン  ア
グ リーメ ン ト を見つけます。 この場合、 メ ッセージは 
QueryPrice-A-SpTest コラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト の一部と して  
Supplier-Test のスポーク配信チャネルに送信されます。 ルーテ ィング  プロキ
シ配信チャネルは、 QueryPrice-A-SpTest コラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン
トのプロキシ バイヤのロールにあ り ます。

4. Supplier-Test の配信チャネルが、 メ ッセージのコラボレーシ ョ ン アグ リーメ
ン ト  ID を使用してサプラ イヤ ロールの協調的ワークフロー
（QueryPriceAvailability_Supplier） を識別します。 メ ッセージは 
QueryPriceAvailability_Supplier ワークフローを開始します。

5. QueryPriceAvailability_Supplier 協調的ワークフローがメ ッセージを抽
出し、 Supplier-Test ト レーディ ング パートナで実装されたプラ イベート  
ワークフローにイベン ト を送信します。

6. プライベート  ワークフローが要求メ ッセージを応答メ ッセージに変換し、 イ
ベン ト を  QueryPriceAvailability_Supplier 協調的ワークフローに送 り返
します。

7. QueryPriceAvailability_Supplier ワークフローが応答メ ッセージを送信
して終了します。 QueryPrice-A-SpTest コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト
で定義されたロールに基づいて （Supplier-Test の配信チャネルがサプラ イヤ、
ルーティ ング プロキシ配信チャネルがプロキシ  バイヤ）、 応答メ ッセージが 
Trading Partner A のルーティ ング プロキシ配信チャネルに送信されます。

8. Trading Partner A が再びロールを切 り替えて、 プロキシ サプラ イヤにな り ま
す。 Trading Partner A では、 ルーテ ィング  プロキシ配信チャネルを使用し
て、 それがバイヤと して機能している会話のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン
ト を見つけます。 この場合、 メ ッセージは QueryPrice-A-A コラボレーシ ョ
ン アグ リーメン ト の一部と して Trading Partner A のスポーク配信チャネルに
送り返されます。
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9. スポーク配信チャネルがメ ッセージを  QueryPriceAvailability_Buyer 協
調的ワークフローに送信します。 協調的ワークフローはメ ッセージを抽出し

て、 終了イベン ト を Trading Partner A のプラ イベート  ワークフローに送信し
ます （協調的ワークフローは、 図 2-7 を参照）。
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リポジト リ情報のエクスポート とインポート

B2B コ ラボレーシ ョ ンに参加するためには、 企業では情報を共有できなければ
なり ません。

この節を通して示したサンプル B2B の手順説明で、 価格と在庫の照会の会話の
テス ト に成功した後に （2-19ページの 「ビジネス  メ ッセージの送受信」 を参
照）、 Company ABC ではプロダクシ ョ ンの準備をするこ とができます （つま り、

Company XYZ との価格と在庫の照会の会話を設定できる）。

B2B Console には、 リ ポジ ト リのデータを  XML ファ イルにエクスポートするた
めの機能があ り ます。その XML ファ イルは、再び B2B Console を使用して別の 
WebLogic Integration リポジ ト リにインポートできます。 エクスポートするファ
イルの範囲は選択できます。 つま り、 リ ポジ ト リ  データのすべてか一部を選ん
でエクスポートできます。 これらのエクスポート と インポー トの機能は、 B2B 
コラボレーシ ョ ンの設定に必要な情報を共有するために使用します。

今回の例では、 Company ABC が以下のタスクを行って  Company XYZ とのビジ
ネス  ト ランザクシ ョ ンを準備します。

1. Trading Partner Z のデータをインポート します。

Company XYZ では、 （2-14ページの 「 ト レーディング パートナと配信チャ
ネルの作成」 の説明に従って） Trading Partner Z のデータを生成し、 その
データを  XML ファ イルにエクスポート しておかなければな り ません。

2. B2B Console を使用して Trading Partner Z の ト レーディ ング  パートナ タイプ
をローカルから リモー トに変更します。

3. Company XYZ との間のコラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト を作成します。

これは 2-17ページの 「コ ラボレーシ ョ ン アグ リーメ ン ト の作成」 で説明し
たコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト と似ていますが、 Supplier-Test のト レー
ディ ング  パートナおよび配信チャネルのデータではなく  Company XYZ の 
Trading Partner Z のデータを使用します。

4. B2B Console を使用して、 新し く作成したコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト
のコピーをエクスポート します。
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5. QueryPriceAvailability_Supplier 協調的ワークフロー テンプレー ト
（2-12ページの 「ワークフロー テンプレー トの作成」 を参照） と ドキュ メ ン
ト のスキーマを WebLogic Integration Studio からエクスポート （パブ リ ッ
シュ） します。

続いて、 Company XYZ では以下のタスクを行って  Company ABC とのビジネス  
ト ランザクシ ョ ンを準備する必要があ り ます。

1. Company ABC で用意されたコ ラボレーシ ョ ン  アグ リーメ ン ト をインポート
します。

2. B2B Console を使用して、 Company ABC からインポート したデータの以下
の部分を変更します。

� Trading Partner Z の ト レーディング パートナ タイプ （ローカルから リ

モー トに）

� 価格と在庫の照会の会話定義の Company ABC のロール
（QueryPriceAvailability_Supplier） に定義されたオーガニゼーシ ョ

ン

3. WebLogic Integration Studio から  Company XYZ によってパブ リ ッシュされ
た QueryPriceAvailability_Supplier 協調的ワークフロー テンプレー ト
と ドキュ メ ン ト  スキーマをインポート します。

4. QueryPriceAvailability_Supplier 協調的ワークフローと連係して機能す
るプライベート  ワークフローを作成します。 このプライベート  ワークフ
ローは、 サプラ イヤ ロールの Trading Partner Z にローカルで発生するプロセ
スを実装します。 それらのプロセスは、 必ずし も会話定義で指定する必要は

あ り ません。

ビジネス コラボレーションの開始

2-23ページの 「 リポジ ト リ情報のエクスポート と インポート 」 の手順が完了す
る と、 各 ト レーディング パートナの リポジ ト リには会話定義のロールを実装す
るために必要な情報が格納されます。

Trading Partner A アプ リ ケーシ ョ ンはプラ イベート  ワークフローのインスタンス
を開始して会話を開始でき、 そのプラ イベート  ワークフローによって会話のバ
イヤ ロールに定義されている協調的ワークフローが開始されます （この協調的
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ワークフローの名前は QueryPriceAvailability_Buyer）。 ビジネス  メ ッセー
ジが Trading Partner A と  Trading Partner Z のアプリ ケーシ ョ ン間で交換されて、
会話が進行します。
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